
近
世
近
江
国
南
部
に
お
け
る
「
里
山
」
と
「
里
湖
」
の
循
環
的
シ
ス
テ
ム

30　（588）

1
漁
業
史
か
ら
の
環
境
史
研
究
の
可
能
性
一

佐

野

静

代

【
要
約
】
　
本
稿
で
は
漁
業
史
か
ら
の
環
境
史
研
究
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
、
近
世
琵
琶
湖
に
お
け
る
蜆
漁
と
採
悪
業
と
い
う
二
つ
の
漁
業
史
料
の
新
た

な
読
み
解
き
に
よ
っ
て
、
山
地
ま
で
を
含
む
琵
琶
湖
南
部
の
集
水
域
に
お
け
る
近
世
の
人
間
活
動
と
生
態
系
の
変
化
を
解
明
し
た
。
田
上
山
地
の
荒
廃
と

そ
れ
に
対
す
る
土
砂
留
政
策
が
、
一
八
世
紀
半
ば
に
草
肥
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
湖
産
の
貝
灰
肥
料
の
導
入
を
促
し
、
そ
れ
ま
で
里
山
に
頼
っ
て
い
た

叢
々
を
「
里
湖
扁
の
循
環
的
シ
ス
テ
ム
内
へ
編
入
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。
ま
た
～
九
世
紀
に
は
菜
種
の
栽
培
技
術
の
革
新
が
湖
岸
の
半
湿
田
で
の
裏
作

を
可
能
に
し
、
さ
ら
に
京
で
の
菜
種
油
の
価
格
上
昇
が
そ
の
栽
培
肥
料
と
し
て
の
藻
取
り
を
加
速
さ
せ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
水
草
肥
料
を
自
給

で
き
た
当
地
は
金
肥
高
騰
に
悩
む
他
産
地
を
抑
え
、
全
国
有
数
の
菜
種
産
地
に
成
長
し
え
た
の
で
あ
る
。
掛
取
り
は
水
域
か
ら
の
栄
養
塩
の
除
去
に
も
つ

な
が
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
「
二
次
的
自
然
」
と
し
て
の
「
里
諺
扁
の
生
態
系
に
は
、
近
世
後
期
に
確
立
の
画
期
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
八
巻
四
号
　
工
○
一
五
年
七
月

一
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
近
年
、
日
本
の
歴
史
学
界
に
お
い
て
、
自
然
と
の
関
わ
り
方
の
来
歴
を
闘
う
環
境
史
研
究
の
潮
流
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

筆
者
が
注
目
し
た
い
の
は
、
漁
業
史
研
究
か
ら
の
環
境
史
研
究
の
可
能
性
を
探
る
視
点
で
あ
る
。
も
と
も
と
山
野
河
海
は
自
然
と
直
接
的
に
対

峙
す
る
生
業
が
営
ま
れ
る
場
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
漁
業
は
天
然
生
物
資
源
た
る
水
産
資
源
の
持
続
性
如
何
に
依
存
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
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③

歴
史
の
復
元
に
は
環
境
史
的
・
資
源
論
的
な
視
座
が
不
可
欠
と
な
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
意
識
に
基
づ
く
環
境
史
研
究
と
し
て
は
、
高
橋
美
貴
や
盛
本
昌
広
に
よ
る
水
産
資
源
管
理
・
保
全
や
漁
政
史
の
砺
究
が
あ
げ
ら

　
④

れ
る
。
し
か
し
漁
業
史
の
環
境
史
研
究
素
材
と
し
て
の
可
能
性
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
資
源
論
の
枠
組
み
を
も
超
え
て
さ
ら
に
多
様
な
ア
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ロ
ー
チ
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
環
と
し
て
か
つ
て
筆
者
が
提
起
し
た
の
は
、
捕
獲
対
象
と
な
る
魚
種
の
生
態
・
行
動
へ
の
着
目
で
あ
っ
た
。

魚
介
類
は
種
に
よ
っ
て
生
活
場
所
と
す
る
自
然
環
境
（
地
形
・
底
質
な
ど
）
が
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
生
態
は
数
千
年
オ
ー
ダ
ー
で
遡
及
が
可
能

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
種
の
魚
介
に
関
す
る
漁
業
史
料
は
、
漁
場
の
自
然
条
件
を
示
す
指
標
と
し
て
も
利
用
で
き
る
。
当
該
地
域
で
捕
獲
さ

れ
る
魚
介
の
種
類
が
以
前
と
は
変
化
し
、
そ
れ
が
漁
携
技
術
の
発
達
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
場
合
に
は
、
漁
場
の
環
境
変
化
を
意
味
し
て
い
る

可
能
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　
し
た
が
っ
て
漁
業
史
料
は
地
域
の
自
然
環
境
の
変
化
を
解
明
す
る
素
材
と
も
な
り
う
る
が
、
こ
う
い
つ
た
研
究
視
角
は
、
地
域
の
生
態
系
に

お
け
る
人
間
自
身
の
位
置
づ
け
を
問
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。
漁
業
を
通
じ
て
の
人
間
活
動
の
影
響
は
、
例
え
ば
干
鰯
供
給
に
み

る
よ
う
に
漁
業
の
み
な
ら
ず
商
品
流
通
や
農
村
経
済
に
直
結
し
て
、
自
然
環
境
だ
け
で
な
く
社
会
環
境
ま
で
大
き
く
変
え
た
歴
史
が
あ
る
。
す

で
に
近
世
段
階
の
漁
業
は
農
業
・
商
業
な
ど
他
の
生
業
活
動
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
漁
業
の
み
を
切
り
離
し
て
論
じ
る
こ
と
は

適
切
で
は
な
い
。
新
た
な
漁
獲
を
希
求
す
る
人
々
の
動
き
を
当
時
の
経
済
活
動
全
体
の
中
に
位
置
づ
け
、
そ
う
い
っ
た
人
心
の
行
為
が
地
域
の

生
態
系
へ
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
水
域
に
現
れ
た
環
境
変
化
は
水
域
だ
け
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
背
後
の
山
地
ま
で
を
含
む
集
水
域

全
体
の
環
境
の
変
化
を
反
映
し
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
環
境
史
研
究
で
は
、
山
の
問
題
は
山
だ
け
で
、
水
域
の
問
題
は
水

域
の
み
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
山
地
・
平
野
・
海
（
湖
）
を
河
川
で
つ
な
が
る
流
域
と
と
ら
え
、
そ
の
環
境
変
化
を
長
期
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

時
間
軸
に
お
い
て
問
い
直
す
視
点
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
本
稿
で
は
漁
業
史
料
の
新
た
な
読
み
解
き
に
よ
り
、
山
地
ま
で
を
含
む
集
水
域
に
お
い
て
近
世
の
人

31 （589）



　　　　図1　対象地域の概要
明治19年輯製20万分の1「京都及大阪」に加筆
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間
活
動
が
地
域
の
生
態
系
へ
ど
の
よ
う
な
作
用
を
及
ぼ
し
た
の
か
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
対
象
と
な
る
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
山
地
か

ら
水
面
ま
で
の
集
水
域
が
比
較
的
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
る
琵
琶
湖
南
部
で
あ
る
。
琵
琶
湖
集
水
域
は
旧
近
江
国
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
な
か

で
も
「
南
湖
」
と
呼
ば
れ
る
琵
琶
湖
最
適
部
以
南
の
水
域
は
、
山
地
か
ら
湖
面
ま
で
が
短
い
距
離
で
完
結
す
る
一
つ
の
単
位
空
問
と
な
っ
て
い

る
（
図
1
）
。
か
つ
当
地
に
は
多
く
の
文
献
史
料
が
残
存
し
、
中
近
世
の
漁
業
史
研
究
の
申
心
地
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
稿
の
研
究
手
法

に
最
も
適
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
と
い
え
る
。

　
本
研
究
で
特
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
近
世
の
蜆
漁
と
採
藻
漁
と
い
う
二
つ
の
漁
業
で
あ
る
。
関
係
史
料
は
す
で
に
各
地
の
市
町
村
史
や
『
滋

　
　
　
　
　
⑦

賀
縣
漁
業
史
蜘
で
紹
介
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
零
細
な
自
給
漁
業
と
し
て
、
概
説
以
上
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
を
環
境
史
の
視
点
か
ら
読
み
直
せ
ば
、
そ
こ
に
は
近
世
の
琵
琶
湖
集
水
域
に
お
け
る
環
境
変
化
の
動
態
が
見
え
て
く
る

の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
が
決
し
て
自
給
的
な
零
細
漁
業
で
は
な
く
、
む
し
ろ
近
世
の
商
品
経
済
と
結
び
つ
い
て
、
地
域
の
生
態
系
を
大

き
く
変
え
る
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

①
日
本
の
環
境
史
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
各
レ
ビ
ュ
ー
を
参
照
さ
れ

　
た
い
。
高
木
徳
郎
『
日
本
申
世
地
域
環
境
史
の
研
究
睡
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
八
、

　
…
一
一
三
〇
頁
（
初
出
は
二
〇
〇
二
年
）
、
佐
野
静
代
『
中
近
世
の
村
落
と
水
辺

　
の
環
境
史
勧
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
入
、
七
－
四
五
頁
（
初
出
は
二
〇
〇
六
年
）
、

　
高
橋
美
貴
『
近
世
・
近
代
の
水
慶
資
源
と
生
業
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
＝
二
、
三

　
一
二
四
頁
。
ま
た
二
〇
～
二
年
～
工
○
　
三
年
に
は
吉
川
弘
文
館
よ
り
『
環
境
の

　
B
本
史
㎞
全
五
巻
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

②
高
橋
美
貴
門
漁
業
史
研
究
か
ら
み
る
環
境
史
研
究
へ
の
展
望
扁
地
方
史
研
究
三

　
五
八
、
二
〇
一
二
、
五
八
－
六
一
頁
。

③
前
掲
注
①
高
橋
、
一
四
頁
。

④
高
橋
美
貴
署
資
源
繁
殖
の
時
代
」
と
日
本
の
漁
業
軌
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇

　
七
。
前
掲
注
①
高
橋
論
文
。
盛
本
昌
広
『
中
近
世
の
山
野
河
海
と
資
源
管
理
睡
岩

　
田
書
院
、
二
〇
〇
九
。

⑤
佐
野
静
代
門
口
江
国
筑
廉
御
厨
に
お
け
る
自
然
環
境
と
云
掛
活
動
」
国
立
歴
史

　
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
＝
二
三
、
二
〇
〇
六
（
後
に
前
掲
注
①
同
著
に
収
録
）
。

　
佐
野
静
代
「
琵
琶
湖
の
自
然
環
境
か
ら
み
た
中
世
堅
田
の
漁
携
活
動
」
史
林
九
六

　
－
五
、
二
〇
＝
二
。

⑥
こ
の
視
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
掲
注
③
高
橋
、
二
四
頁
で
も
指
摘
さ
れ
て

　
い
る
。

⑦
伊
賀
敏
郎
『
滋
賀
県
漁
業
史
上
（
概
説
）
㎞
滋
賀
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、

　
一
九
五
四
。
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二
　
蜆
漁
と
田
上
山
地
の
荒
廃

1
　
蜆
漁
と
貝
灰

　
本
節
で
は
ま
ず
、
近
世
の
豊
漁
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
生
物
学
的
に
は
、
琵
琶
湖
に
は
二
種
の
シ
ジ
ミ
が
生
息
し
て
い
る
。
マ
シ
ジ
ミ
が

全
国
の
小
川
や
水
田
の
周
囲
に
生
息
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
セ
タ
シ
ジ
ミ
は
琵
．
琶
湖
水
系
の
み
に
分
布
す
る
固
有
種
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
種

の
う
ち
漁
獲
対
象
と
な
っ
て
き
た
の
は
専
ら
セ
タ
シ
ジ
ミ
で
あ
り
、
泥
臭
い
と
形
容
さ
れ
る
マ
シ
ジ
ミ
に
対
し
て
、
セ
タ
シ
ジ
ミ
は
琵
琶
湖
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

産
の
美
味
と
し
て
近
世
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
両
者
の
差
異
は
生
息
地
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
、
マ
シ
ジ
ミ
が
泥
地
や
砂
泥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

地
に
多
い
の
に
対
し
て
、
セ
タ
シ
ジ
ミ
は
砂
質
や
砂
礫
の
底
質
に
生
息
す
る
特
徴
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
セ
タ
シ
ジ
ミ
は
そ
の
名
の
ご
と
く
、
琵
琶
湖
の
最
南
部
、
唯
一
の
流
出
河
川
で
も
あ
る
瀬
田
川
一
帯
を
漁
場
と
し
て
い
た
。
セ
タ
シ
ジ
ミ
自

体
は
琵
琶
湖
岸
の
各
地
に
生
息
し
て
い
る
の
だ
が
、
し
か
し
近
世
ま
で
瀬
田
川
～
帯
が
最
大
の
漁
場
で
あ
っ
た
理
由
は
、
そ
の
底
質
・
水
深
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

当
時
の
漁
揚
技
術
に
あ
る
。
幕
末
に
船
曳
の
「
貝
曳
網
」
（
水
深
一
五
m
ま
で
操
業
可
能
）
が
発
明
さ
れ
る
ま
で
、
「
蜆
掻
き
」
と
呼
ば
れ
る
人
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
貝
掻
網
で
は
、
二
尋
程
度
ま
で
の
浅
い
水
域
で
し
か
操
業
で
き
な
か
っ
た
。
貝
器
網
の
漁
場
は
、
瀬
田
唐
橋
を
中
心
に
そ
の
上
流
・
下
流
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

れ
そ
れ
三
㎞
ほ
ど
ま
で
の
間
で
あ
っ
た
が
（
図
2
）
、
こ
こ
に
は
東
岸
の
瀬
田
丘
陵
（
古
琵
琶
湖
層
）
か
ら
大
量
の
土
砂
が
供
給
さ
れ
、
水
深
三

m
ま
で
の
浅
い
砂
礫
底
が
広
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
現
在
で
も
こ
の
一
帯
で
は
貝
掻
網
漁
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
姿
が
近
世
か
ら
変
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ら
ぬ
こ
と
は
、
円
山
応
挙
が
明
和
七
年
（
～
七
七
〇
）
に
描
い
た
「
琵
琶
湖
宇
治
川
写
生
図
会
」
の
な
か
の
「
蜆
取
」
の
図
か
ら
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
瀬
田
川
畔
に
位
置
す
る
縄
文
時
代
早
期
の
石
山
貝
塚
に
お
い
て
、
出
土
貝
類
の
約
8
割
を
セ
タ
シ
ジ
ミ
が
占
め
て
い
た
よ
う
に
、
原
始
的
な

蜆
漁
は
先
史
以
来
行
わ
れ
て
き
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
古
代
・
申
世
の
蜆
漁
に
つ
い
て
は
文
献
が
な
く
、
記
録
が
見
え
る
の
は
近
世
に

入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
近
世
に
瀬
田
川
一
帯
を
支
配
し
た
の
は
膳
所
藩
で
あ
り
、
藩
領
で
蜆
漁
を
公
許
さ
れ
て
い
た
の
は
栗
太
郡
の
橋
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　　　　　　図2　セタシジミ漁場と橋本・久保江村

　大正11年測図2万5千分の1「瀬田」に加筆
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⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

本
村
・
大
江
（
久
保
江
）
村
の
二
村
で
あ
っ
た
。
『
膳
所
藩
明
細
帳
』
に
は
、
橋
本
村
に
蜆
取
船
六
〇
艘
が
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
蜆
漁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

自
体
の
記
録
は
数
少
な
い
も
の
の
、
そ
の
蜆
の
殻
に
関
す
る
記
事
が
幾
度
か
膳
所
藩
の
公
用
記
録
『
膳
所
藩
話
方
日
記
』
に
登
場
す
る
の
で
、

ま
ず
は
こ
の
点
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　
二
方
日
記
申
、
掛
算
に
関
す
る
最
も
古
い
記
事
は
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
四
月
一
一
一
日
付
け
の
「
橋
元
村
・
大
江
村
蜆
か
ら
（
殻
）
」
に

つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
二
村
の
「
蜆
か
ら
」
は
坂
田
郡
長
浜
の
塩
屋
孫
助
が
運
上
銀
｝
五
枚
で
こ
れ
ま
で
一
手
に
引
き
受
け
て
き
た
が
、
当
年

よ
り
大
浦
村
の
灰
屋
六
左
衛
門
も
加
わ
り
、
運
上
銀
が
合
わ
せ
て
二
〇
枚
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
セ
タ
シ
ジ
ミ
は
ゆ
で
る

と
身
と
殻
が
自
然
に
離
れ
る
た
め
、
漁
獲
の
多
い
と
き
は
生
だ
け
で
な
く
剥
き
身
（
1
1
「
身
蜆
」
）
に
し
て
出
荷
さ
れ
て
い
た
。
一
貫
匁
の
愚
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
得
る
た
め
に
は
二
五
貫
～
三
〇
貫
の
殻
付
き
蜆
が
必
要
だ
っ
た
と
さ
れ
、
大
量
の
貝
殻
が
出
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
貝
殻
が
決
し
て
廃
物

扱
い
で
は
な
く
、
逆
に
運
上
銀
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
貝
殻
引
き
受
け
の
両
人
が
「
灰
屋
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

れ
は
貝
灰
の
原
料
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
貝
灰
と
は
一
般
に
は
ハ
マ
グ
リ
・
カ
キ
な
ど
の
貝
殻
を
焼
い
て
つ
く
っ
た
灰
で
、
石
灰
と
同
様
に
漆
喰
や
顔
料
等
の
原
料
に
用
い
ら
れ
る
。

セ
タ
シ
ジ
ミ
も
貝
灰
の
原
料
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
同
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
近
江
輿
地
志
略
隠
の
「
勢
多
蜆
」
の
項
に
、
「
・
：
貝
殻
を
去

る
に
よ
り
て
む
き
身
或
み
蜆
と
い
ひ
、
其
貝
と
も
に
あ
る
を
か
ら
蜆
と
い
ふ
。
又
貝
殻
は
之
を
焼
い
て
石
灰
と
な
し
或
は
喜
喜
に
京
に
送
る
も

　
⑭

あ
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
確
か
め
ら
れ
る
。

　
上
記
史
料
中
の
坂
田
郡
長
浜
の
丁
丁
孫
助
と
は
、
長
浜
の
三
津
屋
町
に
居
住
し
た
有
力
な
灰
屋
で
、
す
で
に
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

伊
吹
山
で
産
出
さ
れ
る
石
灰
を
長
浜
湊
か
ら
舟
運
で
京
へ
売
っ
て
い
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
お
そ
ら
く
京
で
の
石
灰
需
要
を
熟
知
し
て
い
た

た
め
、
橋
本
村
・
大
江
村
で
大
量
に
出
る
蜆
殻
に
目
を
つ
け
、
貝
灰
の
製
造
・
販
売
の
独
占
を
は
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
膳
所
藩
二
方
日

記
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
享
保
七
年
（
一
七
ニ
ニ
）
年
に
は
「
勢
多
蜆
殻
運
上
　
長
浜
村
孫
助
」
と
あ
り
、
長
浜
孫
助
～
人
の
請
負
に
戻
っ
て

い
る
。
た
だ
し
運
上
の
額
は
、
銀
九
〇
枚
（
こ
の
年
よ
り
新
銀
で
五
〇
枚
）
と
な
っ
て
お
り
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
の
二
〇
枚
と
比
べ
て
増
額
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さ
れ
て
い
る
。
一
八
世
紀
初
め
の
～
五
年
ほ
ど
の
間
に
、
貝
灰
の
生
産
が
急
速
に
増
大
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

2

貝
灰
肥
料
と
そ
の
供
給
先

　
こ
の
貝
灰
に
、
京
で
の
漆
喰
需
要
に
加
え
て
、
も
う
一
つ
別
の
用
途
が
芽
生
え
た
こ
と
を
示
す
史
料
が
あ
る
。
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
～

二
月
、
「
橋
本
村
里
か
き
仲
真
（
仲
間
）
」
七
〇
余
人
よ
り
膳
所
藩
に
対
し
、
「
蜆
貝
が
ら
」
に
つ
い
て
長
浜
二
黒
と
同
額
の
運
上
を
納
め
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

で
、
孫
助
の
支
配
を
や
め
さ
せ
自
分
た
ち
蜆
か
き
仲
間
の
支
配
と
さ
せ
て
ほ
し
い
、
と
の
願
い
出
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
部
聞
き
届
け
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

以
下
の
よ
う
な
形
と
な
っ
た
。

　
　
一
、
蜆
貝
か
ら
之
義
御
願
申
上
座
所
御
岳
反
磁
下
、
長
濱
孫
介
へ
御
封
談
之
上
拾
六
〆
導
入
壼
俵
丁
付
代
四
拾
八
文
、
尤
口
銭
共
御
定
被

　
　
下
、
俵
数
試
千
竃
鹸
毎
年
長
濱
へ
鉱
車
極
也
、
尤
右
弐
千
俵
鯨
雲
外
秘
本
物
三
買
候
義
勝
手
次
第
臨
御
申
付
段
々
御
世
話
恭
奉
存
候
、
長

　
　
濱
へ
遣
シ
候
貝
か
ら
中
間
よ
り
世
話
致
差
支
無
之
様
二
可
仕
候

　
　
一
、
長
濱
孫
介
之
外
灰
魚
商
費
躰
の
筋
江
貝
か
ら
｝
切
費
不
申
様
出
御
申
渡
シ
急
度
歯
腔
可
申
候
（
後
略
）

　
す
な
わ
ち
、
一
六
貫
目
入
り
の
俵
で
二
千
五
分
の
蜆
殻
に
つ
い
て
は
、
一
俵
に
つ
き
四
八
文
で
雲
助
に
売
り
渡
す
こ
と
、
そ
れ
以
外
の
分
は

「
尿
物
心
売
り
候
儀
、
勝
手
次
第
」
と
し
て
よ
い
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
心
遣
以
外
の
飯
屋
商
売
の
も
の
に
は
一
切
売
ら
ぬ
よ
う
に
も
申
し

付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
文
中
の
「
化
物
」
と
い
う
語
句
に
注
目
し
た
い
。
尿
嚢
と
は
す
な
わ
ち
肥
料
で
あ
り
、
貝
灰
に
漆
喰
原
料
以
外
に
肥
料
と
し
て
の
用
途

が
出
て
き
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
海
産
二
枚
貝
の
貝
灰
に
肥
効
の
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
刊
行
の
『
農
業
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

書
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
橋
本
村
蜆
掻
き
仲
間
の
蜆
殻
支
配
の
要
求
は
、
淡
水
産
の
セ
タ
シ
ジ
ミ
貝
灰
に
も
～
八
世
紀
前
半
に
は
肥
料
と

し
て
の
需
要
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
重
要
な
点
と
し
て
、
「
廉
物
二
売
り
字
書
、
勝
手
次
第
」
と
い
う
文
言
か
ら
は
、

そ
れ
が
自
給
肥
料
を
超
え
て
他
村
へ
と
販
売
さ
れ
る
商
品
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
貝
灰
肥
料
は
ど
の
よ
う
な
綿
々
に
供
給
さ
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れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
の
手
掛
か
り
と
な
る
の
は
元
文
二
年
よ
り
三
五
年
後
の
明
和
九
年
置
｝
七
七
…
一
）
、
『
膳
所
藩
上
方
日
記
隔
四
月
一
〇
日
の
項
で
あ
る
。
セ

タ
シ
ジ
ミ
の
貝
殻
は
依
然
と
し
て
長
浜
孫
助
に
請
け
負
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
日
、
栗
太
郡
関
津
村
の
丑
右
衛
門
が
前
年
一
一
一
月
に
出
し
て
い

た
蜆
殻
の
請
負
願
書
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
藩
か
ら
許
可
が
下
っ
た
。

　
　
　
蜆
か
ら
俵
数
高
弐
千
四
百
俵
内
粁
蝋
醐
徽
肋
賑
源
撒
躍
鰍
鞭
随
江

　
　
右
之
通
双
方
江
依
願
被
仰
付
候

　
　
右
之
通
被
仰
付
候
書
芸
右
衛
門
へ
申
渡
ス
、
則
橋
本
村
・
大
江
村
庄
屋
共
呼
寄
、
右
之
通
両
人
江
此
度
蜆
か
ら
請
負
被
仰
付
理
詰
表
数
無

　
　
滞
差
遣
候
様
こ
と
申
渡
ス
（
後
略
）

　
す
な
わ
ち
、
橋
本
村
・
大
江
村
よ
り
産
出
さ
れ
る
蜆
殻
二
四
〇
〇
俵
の
う
ち
、
い
二
〇
〇
怨
ず
つ
を
長
浜
灰
屋
歪
面
と
関
津
村
丑
右
衛
門
で

折
半
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
丑
右
衛
門
が
儲
け
負
っ
た
分
の
蜆
殻
は
後
述
の
よ
う
に
貝
灰
肥
料
に
さ
れ
て
お
り
、
肥
料
と
し
て

の
需
要
が
漆
喰
原
料
に
せ
ま
る
量
に
達
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
当
記
事
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
前
年
の
丑
右
衛
門
の
願
書
の
文
面
に
は
、
貝
灰
肥
料
の
供
給
先
を
め
ぐ
っ
て
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。

　
　
蜆
か
ら
之
義
是
迄
長
浜
方
へ
被
仰
付
磁
器
義
二
薦
骨
共
、
此
度
私
共
へ
被
仰
叢
濃
下
様
奉
願
上
候
、
廿
ケ
年
已
然
6
大
津
馬
場
村
辺
二
蜆

　
　
か
ら
出
来
仕
候
二
等
田
上
筋
へ
御
田
地
謡
肥
し
二
近
年
心
見
世
法
、
弥
田
地
二
栢
応
仕
候
、
馬
場
村
議
二
議
員
か
ら
無
数
年
中
肥
し
こ
行

　
　
届
キ
不
申
候
、
甚
以
難
渋
仕
候
二
付
近
郷
対
談
之
上
此
度
私
共
奉
願
上
根
、
則
近
在
村
方
6
添
印
仕
差
上
申
候
、

　
　
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
津
村
願
主
　
　
丑
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貝
焼
所
馬
場
村
　
　
太
七

　
　
此
度
二
丑
右
衛
門
奉
願
上
候
義
、
被
仰
付
被
下
墨
、
於
私
共
奉
願
上
候
、
依
之
連
印
奉
差
上
候
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関
津
村
庄
屋
　
宇
摩
ハ
衛
　
　
　
枝
村
庄
屋
　
平
　
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
支
村
庄
屋
　
善
兵
衛
　
　
　
里
村
庄
屋
　
茂
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
村
庄
屋
　
市
兵
衛
　
　
　
　
　
（
傍
線
は
筆
者
）

　
す
な
わ
ち
、
二
〇
年
前
の
一
七
五
二
年
頃
か
ら
滋
賀
郡
大
津
の
馬
場
村
辺
り
で
も
蜆
殻
が
出
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
「
田
上
筋
」
の
田
地

の
肥
料
に
近
年
試
し
た
と
こ
ろ
よ
く
合
っ
た
が
、
馬
場
村
の
員
殻
だ
け
で
は
年
中
の
肥
料
に
は
行
き
届
か
な
い
の
で
、
橋
本
・
大
江
村
の
貝
殻

に
つ
い
て
も
請
け
負
い
た
く
、
近
郷
で
相
談
の
上
願
い
出
た
も
の
と
い
う
。

　
こ
の
目
ハ
灰
肥
料
を
必
要
と
し
た
「
田
上
筋
」
の
伍
々
と
は
、
関
津
村
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
「
近
郷
」
、
す
な
わ
ち
枝
村
・
太
横
言
・
里
村
・

森
村
で
あ
り
、
栗
太
郡
の
南
部
、
瀬
田
川
支
流
大
戸
川
沿
い
の
五
ヶ
村
で
あ
る
（
図
3
）
。
湖
岸
の
大
津
馬
場
村
か
ら
も
橋
本
・
大
江
村
か
ら

も
遠
く
離
れ
た
位
置
に
あ
る
が
、
し
か
し
関
津
村
に
は
瀬
田
川
水
運
の
航
行
下
限
に
あ
た
る
港
が
あ
り
、
湖
産
の
貝
灰
を
船
で
直
接
搬
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
の
甘
々
は
「
田
上
筋
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
、
栗
太
郡
南
部
の
田
上
山
地
の
麓
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
田
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

山
は
全
国
で
も
有
数
の
「
は
げ
山
」
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
す
で
に
近
世
初
期
に
は
土
壌
の
崩
壊
が
進
行
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
貝
灰
肥
料
の
需
要
が
こ
の
愈
々
の
背
後
山
地
の
荒
廃
と
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
提
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
憂
節
で
は
、
こ
の
は
げ

山
と
貝
灰
肥
料
と
の
関
係
に
つ
い
て
追
求
し
て
み
た
い
。

3

田
上
肉
地
の
荒
廃
と
土
砂
留
工
事

　
田
上
山
地
の
は
げ
硫
化
に
つ
い
て
は
す
で
に
千
葉
徳
爾
の
詳
細
な
研
究
が
あ
り
、
風
化
花
醐
岩
と
い
う
地
質
の
上
に
近
世
に
与
え
ら
れ
た
人

為
的
負
荷
、
つ
ま
り
近
世
初
期
の
燈
火
用
の
ア
カ
マ
ツ
の
樹
根
掘
り
と
、
中
期
以
降
の
多
肥
化
農
業
に
伴
う
草
肥
採
取
、
す
な
わ
ち
林
床
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

過
剰
な
下
刈
・
鳶
頭
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
後
者
の
多
進
化
農
業
と
は
商
品
作
物
の
栽
培
で
あ
り
、
千
葉
は
胸
痛
の
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　　　　　図3　「田上筋」五ヶ村と田上山地
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⑳

事
例
に
お
い
て
そ
れ
が
具
体
的
に
は
木
綿
・
菜
種
作
な
ど
水
田
の
多
毛
作
化
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
田
上
由
麓
の
済
々
で
も
以
下
の

よ
う
に
一
八
世
紀
中
頃
に
は
商
品
作
物
の
生
産
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
が
、
そ
の
作
物
と
は
主
に
菜
種
で
あ
っ
た
こ
と
が
重
要

と
な
る
。

　
菜
種
は
中
世
ま
で
の
ゴ
マ
・
エ
ゴ
マ
に
代
わ
り
、
近
世
に
入
っ
て
か
ら
本
格
的
に
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
油
料
作
物
で
あ
る
。
菜
種
の

栽
培
方
法
に
つ
い
て
記
す
最
初
の
農
書
は
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
の
『
農
業
全
書
』
で
あ
り
、
盛
時
は
種
子
の
直
播
き
が
一
般
的
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
当
初
、
栽
培
の
中
心
地
は
摂
津
河
内
に
あ
っ
た
が
、
享
保
年
間
（
一
七
一
六
…
一
七
三
六
）
に
移
植
法
す
な
わ
ち
苗
を
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

立
て
て
＝
月
に
移
植
す
る
技
術
が
確
立
さ
れ
る
と
、
畑
作
だ
け
で
な
く
水
田
で
の
裏
作
も
可
能
に
な
っ
た
た
め
、
菜
種
栽
培
は
畿
内
一
円
に

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

広
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。
近
江
国
で
も
一
八
世
紀
半
ば
に
は
急
速
な
普
及
を
み
た
よ
う
で
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
段
階
で
は
浅
井
郡
・
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

嶋
郡
・
滋
賀
郡
・
栗
太
郡
・
野
洲
郡
で
菜
種
が
栽
培
さ
れ
、
在
方
絞
油
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
の
時
期
の
栗
太
郡
の
状
況
と
し
て
、
明
和
八
年
（
一
七
七
［
）
に
は
在
方
絞
り
油
屋
五
四
名
か
ら
な
る
株
仲
間
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
な
か

で
田
上
周
辺
に
位
置
し
た
油
屋
は
、
関
津
村
と
そ
の
北
東
に
あ
る
中
野
村
（
前
掲
図
3
）
と
の
二
軒
で
あ
り
、
特
に
関
津
村
の
油
屋
の
名
前
は

「
丑
右
衛
門
」
で
あ
っ
た
。
同
じ
明
和
八
年
の
史
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
節
の
甲
殻
請
負
の
願
い
出
人
、
「
関
津
村
嘉
右
衛
門
」
そ
の
人
で

　
　
⑳

あ
ろ
う
。
つ
ま
り
こ
の
時
期
、
関
津
村
を
は
じ
め
と
す
る
「
田
上
筋
」
で
は
す
で
に
菜
種
の
作
付
け
が
＝
疋
の
段
階
ま
で
進
ん
で
お
り
、
お
そ

ら
く
は
そ
の
水
田
裏
作
と
し
て
の
進
展
に
伴
っ
て
、
多
能
化
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
新
た
な
商
品
作
物
の
た
め

の
過
剰
な
草
肥
採
取
が
、
田
上
の
山
々
に
負
荷
を
与
え
、
さ
ら
な
る
荒
廃
を
進
行
さ
せ
た
可
能
性
が
提
起
さ
れ
る
が
、
こ
の
推
定
を
裏
付
け
る

史
料
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
膳
所
藩
に
よ
る
栗
太
郡
の
土
砂
留
工
事
の
記
録
で
あ
る
。

　
田
上
山
地
は
じ
め
南
山
城
な
ど
淀
川
上
流
の
は
げ
山
か
ら
流
出
し
た
大
量
の
土
砂
は
、
下
流
の
京
・
大
坂
に
洪
水
を
も
た
ら
す
一
因
と
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

た
た
め
、
幕
府
は
淀
川
治
水
の
一
環
と
し
て
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
よ
り
畿
内
・
近
国
の
六
藩
に
水
源
山
地
の
土
砂
留
工
事
を
行
わ
せ
た
。

田
上
山
一
帯
は
膳
所
藩
の
管
轄
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
膳
所
藩
に
よ
る
近
江
の
土
砂
留
工
事
の
実
態
は
、
滋
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
の
『
江
州
滋
賀

41 （599）



郡
栗
太
郡
土
砂
留
男
普
請
箇
所
控
』
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
六
月
の
年
紀
を
持
っ
て
お
り
、
葡
節
の
関
津

村
丑
右
衛
門
に
よ
る
蜆
殻
請
負
願
い
出
と
同
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
す
で
に
千
葉
徳
爾
が
紹
介
し
て
お
り
、
膳
所
藩
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

土
砂
留
奉
行
に
よ
る
工
事
完
了
後
の
実
地
検
分
記
録
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
滋
賀
・
栗
太
両
郡
に
お
い
て
幕
府
領
・
他
領
を
問
わ
ず
実
施
さ
れ
た
膳
所
藩
の
土
砂
留
工
事
箇
所
三
五
〇
地
点
が
列
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

所
在
す
る
村
、
河
川
の
名
前
、
小
字
名
も
し
く
は
谷
筋
名
、
工
法
の
種
類
、
高
さ
・
幅
・
延
長
、
さ
ら
に
「
古
」
・
「
子
」
・
「
寅
」
・
あ
る
い
は

記
載
無
し
と
い
う
四
種
類
の
施
工
年
代
に
関
す
る
区
分
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
子
」
・
「
寅
」
に
つ
い
て
は
文
中
の
記
述
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
と
延
享
三
年
（
～
七
四
六
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
、
「
古
」
は
そ
れ
以
前
の
古
普
請
を
指
す
と
推
定
さ
れ

る
。
ま
た
無
年
紀
の
一
七
箇
所
に
つ
い
て
は
延
享
以
降
の
施
工
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
年
紀
を
特
に
表
記
し
な
い
点
か
ら
み
て
、
こ
れ
は
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

和
九
年
に
近
い
時
期
の
新
普
請
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
明
和
期
に
施
工
さ
れ
た
土
砂
留
箇
所
に
注
目
し
た
い
。
栗
太
郡
で
は
延
享
三
年
ま
で
多
く
の
土
砂
留
が
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
明
和
期

に
は
た
だ
二
つ
の
河
川
の
上
流
で
土
砂
留
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
所
は
田
上
山
地
の
西
北
斜
面
で
、
具
体
的
に
は
関
津
村
の
筆
算
上

流
と
、
関
津
村
・
太
子
村
・
里
村
境
を
流
れ
る
尾
山
川
の
上
流
で
あ
る
（
図
3
）
。
こ
の
う
ち
後
者
の
尾
山
川
上
流
に
つ
い
て
は
、
「
岸
崩
　
三

ヶ
所
」
の
う
ち
一
ヶ
所
が
「
左
ノ
方
　
ご
さ
ガ
谷
」
に
あ
る
と
注
記
さ
れ
て
お
り
、
正
し
く
は
不
動
川
水
系
と
な
る
そ
の
谷
筋
に
は
、
枝
村
・

里
村
・
森
村
の
三
村
入
会
山
が
存
在
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
田
上
山
地
の
西
北
斜
面
は
、
近
世
初
頭
ま
で
に
は
近
隣
村
落
の
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

会
山
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
、
近
世
の
は
げ
山
が
こ
の
よ
う
な
入
会
山
に
多
く
出
現
し
た
こ
と
は
す
で
に
千
葉
が
指
摘
し
た
通
り

　
　
⑳

で
あ
る
。
つ
ま
り
栗
太
郡
で
明
和
期
に
土
砂
留
工
事
が
行
わ
れ
た
の
は
、
関
津
村
・
太
子
村
・
里
村
・
枝
村
・
森
村
の
関
係
す
る
入
会
の
山
々

だ
っ
た
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
前
節
の
関
津
村
丑
右
衛
門
の
蜆
殻
請
負
願
い
出
に
連
判
し
て
い
た
淡
々
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　
特
に
尾
山
川
の
上
流
で
は
、
延
享
や
そ
れ
以
前
の
土
砂
留
工
事
の
記
録
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
当
地
で
は
、
近
世
初
期
の
松
根
掘
り
以
上
に
、

そ
の
後
の
商
品
作
物
、
す
な
わ
ち
菜
種
の
栽
培
に
伴
う
草
肥
需
要
が
激
し
い
荒
廃
を
も
た
ら
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
一
八
世
紀
半
ば
か
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ら
菜
種
栽
培
が
急
速
に
進
ん
だ
こ
の
地
域
で
は
、
延
享
期
以
降
に
土
砂
流
出
が
激
化
し
、
土
砂
留
普
請
が
行
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
明
和
期
の
土
砂
留
は
、
「
田
上
筋
」
五
ヶ
村
の
入
会
山
回
復
を
主
な
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
皮
肉

な
こ
と
に
住
民
側
に
と
っ
て
こ
の
工
事
は
、
山
の
資
源
利
用
に
打
撃
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
先
学
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、

土
砂
留
工
事
の
完
了
後
に
は
崩
壊
斜
面
に
植
え
た
芝
な
ど
の
定
着
を
は
か
る
た
め
、
下
刈
・
下
掻
は
原
則
的
に
禁
止
さ
れ
、
「
鎌
留
」
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
土
砂
留
施
工
直
後
の
山
林
で
は
、
森
林
保
護
を
最
優
先
し
て
そ
の
里
山
的
な
利
用
は
む
し
ろ
困
難
に
な
っ
た

こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
関
津
村
を
中
心
と
す
る
「
田
上
筋
」
の
三
々
で
も
、
こ
の
明
和
期
の
土
砂
留
工
事
を
契
機
と
し
て
里
山
で
の
草
肥
採
取

が
抑
制
さ
れ
、
肥
料
確
保
に
対
す
る
危
機
感
が
募
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
村
婦
が
取
り
う
る
対
応
は
金
肥
の
導
入
で
あ
る
が
、
当
地
で
は
干
鰯
よ
り
も
廉
価
な
近
隣
産
の
肥
料
が
注
目
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
す
な
わ
ち
湖
産
の
セ
タ
シ
ジ
ミ
貝
灰
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
入
会
山
に
よ
っ
て
つ
な
が
る
五
ヶ
村
は
、
連
携
し
て
こ
の

新
し
い
肥
料
の
導
入
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
貝
灰
は
肥
料
で
あ
る
の
と
同
時
に
ア
ル
カ
リ
性
の
土
壌
改
良
剤
で
も
あ
る
た
め
、
田
上
山
麓

　
　
　
　
　
⑳

の
強
酸
性
土
壌
の
改
良
に
有
効
で
あ
っ
た
点
も
見
逃
せ
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
一
八
世
紀
田
下
か
ら
み
ら
れ
る
セ
タ
シ
ジ
ミ
貝
灰
の
肥
料
と
し
て
の
導
入
は
、
田
上
山
地
の
荒
廃
に
対
す
る
土
砂
留
政
策

を
直
接
の
契
機
と
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
明
和
期
の
田
上
山
麓
の
濡
々
か
ら
の
蜆
殻
引
受
願
い
出
に
は
、
入
会
山
の
荒
廃
と
そ
の
利
用
制

限
に
伴
う
草
肥
の
不
足
を
、
湖
か
ら
の
資
源
で
代
替
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
従
来
は
里
山
を
用

い
て
地
域
の
生
態
系
の
な
か
で
農
業
再
生
産
を
完
結
さ
せ
て
い
た
田
上
山
麓
の
瓦
石
が
、
瀬
田
川
水
運
で
連
結
さ
れ
た
広
域
的
な
「
湖
の
資
源

利
用
シ
ス
テ
ム
」
の
内
に
、
新
た
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
よ
う
。

①
す
で
に
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
の
俳
譜
集
『
桜
川
扁
（
内
藤
風
虎
編
、
本
稿

　
で
は
大
東
急
記
念
文
庵
糊
桜
川
』
、
　
一
九
六
〇
、
　
一
八
八
頁
の
翻
刻
に
よ
っ
た
）

　
に
も
、
「
お
料
理
に
い
そ
か
は
ま
は
れ
せ
た
蜆
」
と
あ
る
。

②
前
畑
政
善
・
秋
山
広
光
「
び
わ
湖
の
魚
介
」
（
滋
賀
県
教
育
委
員
会
編
噸
琵
琶

　
湖
総
合
開
発
地
域
民
俗
文
化
財
特
別
調
査
報
告
書
二
　
び
わ
湖
の
専
業
漁
携
臨
滋

　
賀
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
○
）
　
一
…
三
一
頁
。
　
な
お
、
こ
の
二
種
の
違
い
は
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す
で
に
江
戸
時
代
か
ら
認
識
さ
れ
て
お
り
、
一
九
世
紀
前
半
の
編
纂
に
な
る
『
湖

　
中
産
物
図
証
』
（
滋
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
、
安
政
元
年
の
写
）
に
は
、
「
黄
色
ナ
ル

　
モ
ノ
ハ
泣
言
ナ
リ
黒
色
ナ
ル
モ
ノ
馬
印
ル
。
其
黄
色
ノ
モ
ノ
ハ
砂
中
ノ
モ
ノ
ニ
シ

　
テ
黒
色
ノ
モ
ノ
ハ
泥
中
二
生
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
あ
る
。

③
　
｝
章
注
⑦
。

④
滋
賀
県
水
産
試
験
場
所
蔵
噌
近
江
水
滴
図
譜
漁
具
之
部
撫
「
貝
曳
網
」
の
項

　
で
は
、
「
此
網
ハ
三
〇
年
前
ノ
発
明
ニ
シ
テ
」
と
あ
る
（
こ
の
史
料
は
第
三
回
内

　
国
勧
業
博
覧
会
へ
の
出
品
物
と
み
ら
れ
、
明
治
二
三
年
の
編
纂
と
推
定
さ
れ
る
）
。

⑤
滋
賀
県
教
育
委
員
会
編
『
琵
琶
湖
総
合
開
発
地
域
民
俗
文
化
財
特
別
調
査
報
告

　
下
五
　
湖
南
の
業
事
活
動
』
滋
賀
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
三
、
二
三
五
一
二
五

　
四
頁
。

⑥
注
⑤
。

⑦
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
。
本
稿
で
は
佐
々
木
丞
平
・
佐
々
木
正
子
『
円
山
応
挙

　
研
究
図
録
篇
』
申
央
公
論
美
術
撮
版
、
一
九
九
六
、
四
六
三
頁
所
載
の
図
版
に
よ

　
つ
た
。

⑧
大
津
市
歴
史
博
物
館
市
雄
編
さ
ん
室
『
図
説
大
津
の
歴
史
上
巻
憾
大
津
市
、
一

　
九
九
九
、
一
四
頁
。

⑨
久
保
江
は
大
江
村
内
の
小
字
で
、
湖
側
の
集
落
を
指
し
て
い
る
。
慶
長
期
ま
で

　
は
「
久
保
江
村
」
と
し
て
｝
村
に
扱
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
近
世
の
村
切
り

　
で
は
大
江
村
に
包
含
さ
れ
て
い
る
。
な
お
橋
本
・
大
江
の
二
村
に
加
え
て
、
文
化

　
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
は
そ
の
対
岸
の
鳥
居
川
村
に
も
、
村
困
窮
を
理
由
と
し
て

　
蜆
掻
が
許
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
瀬
田
平
松
家
文
書
（
隅
近
江
栗
太
郡
志
四
三
㎞

　
滋
賀
県
栗
太
郡
役
所
、
一
九
二
六
、
二
八
九
頁
に
所
載
）
に
よ
る
。

⑩
　
　
『
膳
所
藩
明
細
帳
』
に
は
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
…
元
禄
一
六
年
（
一
七

　
〇
三
）
頃
の
膳
所
藩
領
の
村
高
・
反
甥
・
家
数
・
小
物
成
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る

　
（
滋
賀
県
立
園
書
館
所
蔵
）
。

⑪
膳
所
藩
郡
方
の
記
録
で
、
そ
の
記
述
年
代
は
元
禄
三
年
（
＝
ハ
九
〇
）
か
ら
慶

　
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
及
ぶ
。
滋
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
。

⑫
　
一
章
注
⑦
。

⑬
『
精
選
版
日
本
国
語
数
辞
典
㎞
小
学
館
、
二
〇
〇
六
の
門
貝
灰
」
の
項
に
よ
る
。

⑭
寒
川
辰
清
『
近
江
輿
地
上
略
㎞
（
享
保
一
九
年
成
立
）
。
本
稿
で
は
宇
野
健
一
校

　
註
魍
新
註
近
江
輿
地
志
略
全
㎞
弘
文
館
書
店
、
～
九
七
六
に
よ
っ
た
。

⑮
吉
言
三
左
衛
門
文
沓
門
灰
焼
衆
断
に
選
一
蝋
型
積
申
船
賃
之
事
扁
元
禄
四
年
四

　
月
二
四
日
（
申
川
泉
三
編
『
近
江
長
濱
町
志
　
第
三
巻
睡
臨
川
書
店
、
一
九
八
八
、

　
一
九
〇
1
～
九
二
頁
に
所
載
）
。

⑯
瀬
田
磯
田
家
文
書
門
橋
本
村
蜆
か
き
仲
間
蜆
取
皿
付
墨
斑
扁
元
文
二
年
（
一
七

　
三
七
）
一
一
一
月
過
㎎
近
江
栗
太
郡
志
　
巻
三
㎞
滋
賀
県
栗
太
郡
役
所
、
一
九
二
六
、

　
二
八
五
一
二
八
六
頁
に
所
載
）
。

⑰
　
瀬
田
磯
田
家
文
轡
「
橋
本
村
蜆
か
き
仲
聞
渡
世
二
付
請
轡
」
元
文
二
年
（
一
七

　
三
七
）
～
二
月
一
三
日
（
『
近
江
栗
太
郡
志
　
巻
三
』
滋
賀
県
栗
太
郡
役
所
、
一

　
九
二
六
、
二
八
六
－
二
八
九
頁
に
所
載
）
。

⑱
由
近
く
の
湿
田
な
ど
に
「
蠣
（
か
き
）
蛤
（
は
ま
ぐ
り
）
の
類
の
貝
が
ら
を
灰

　
に
や
き
鑓
に
合
は
せ
用
ゆ
れ
ば
、
し
る
し
甚
だ
つ
よ
し
」
と
あ
る
。
土
屋
喬
雄
校

　
訂
『
綴
業
全
書
睡
岩
波
書
店
、
一
九
三
六
、
七
二
頁
に
よ
る
。

⑲
千
葉
徳
爾
㎎
増
補
改
訂
は
げ
山
の
研
究
緬
そ
し
え
て
、
一
九
九
一
。

⑳
注
⑲
二
二
六
－
二
五
四
頁
。

⑳
注
⑲
一
九
五
頁
。

⑫
注
⑱
＝
二
四
頁
。

⑬
　
　
「
農
蛮
調
査
大
阪
府
之
部
」
明
治
二
一
年
（
『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
補

　
巻
｝
〇
五
㎞
明
治
文
献
資
料
刊
行
会
、
一
九
七
三
に
所
収
）
。
た
だ
し
北
陸
で
は

　
す
で
に
宝
永
年
間
（
～
七
〇
四
一
一
七
一
〇
）
の
『
耕
稼
春
秋
』
に
、
菜
種
の
移

　
植
法
が
み
ら
れ
る
。

⑳
　
畑
中
誠
治
門
農
民
的
商
品
生
産
の
展
開
」
（
草
津
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
噸
草

　
津
市
史
第
二
巻
』
草
津
市
役
所
、
一
九
八
四
）
五
九
二
頁
。
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近世近江国南部における「里山」と「里湖」の循環的システム（佐野）

㊧
　
片
雲
家
文
轡
「
絞
り
油
屋
よ
り
書
上
、
御
尋
に
単
車
恐
口
上
書
」
（
『
大
津
市
史

　
下
輪
大
津
市
役
所
、
～
九
四
一
、
一
三
八
ー
ニ
ニ
九
頁
に
所
載
）
。

⑯
　
山
内
家
文
書
門
申
合
悪
事
漏
明
和
八
年
一
二
月
（
『
近
江
栗
太
郡
単
巻
三
幽
滋

　
賀
県
栗
太
郡
役
所
、
一
九
二
六
、
二
六
六
一
二
七
〇
頁
に
所
載
）
。

⑳
　
在
村
の
油
屋
は
絞
油
後
の
油
粕
の
供
給
に
も
携
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
同

　
じ
肥
料
を
扱
う
立
場
か
ら
貝
灰
肥
料
導
入
の
願
出
人
と
な
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

⑱
　
幕
末
・
明
治
初
頭
の
状
況
を
反
映
し
た
デ
ー
タ
で
は
あ
る
が
、
村
ご
と
の
農
業

　
生
産
高
や
反
鴉
等
を
記
し
た
明
治
一
一
年
『
滋
賀
県
物
産
誌
㎞
（
滋
賀
県
市
町
村

　
沿
革
史
編
さ
ん
委
員
会
編
蝋
滋
賀
県
市
町
村
沿
革
史
第
五
巻
』
、
一
九
六
二
に
収

　
録
）
に
よ
れ
ば
、
関
津
村
・
枝
村
・
太
子
村
・
里
村
・
森
村
に
お
け
る
全
耕
地
面

　
積
に
占
め
る
水
田
の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
八
％
・
八
九
％
・
九
八
％
・
九
〇

　
％
・
九
六
％
で
あ
り
、
菜
種
は
主
に
水
田
の
裏
作
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

⑳
こ
の
貞
享
元
年
開
始
の
土
砂
留
制
度
と
そ
の
淀
辮
水
系
に
お
け
る
担
当
大
名
に

　
つ
い
て
は
、
水
本
邦
彦
「
土
砂
留
役
入
と
農
民
扁
（
岡
咽
近
世
の
村
社
会
と
国
家
愈

　
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
、
初
出
は
一
九
八
一
年
）
二
二
一
i
二
七
三
頁
に

　
詳
し
い
分
析
が
あ
る
。

⑳
　
注
⑲
二
三
六
一
二
四
三
頁
。
こ
の
史
料
の
記
さ
れ
た
明
和
九
年
と
は
、
水
本
邦

　
彦
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
安
永
四
年
の
土
砂
留
事
業
の
覇
度
変
更
、
す

　
な
わ
ち
京
都
町
奉
行
所
へ
の
各
藩
の
土
砂
留
監
督
権
の
移
管
を
前
に
し
て
、
関
係

　
各
藩
や
村
々
に
そ
の
変
更
の
周
知
が
な
さ
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
（
水
本
邦
彦
「
近

三
　
採
藻
業
と
商
品
作
物

1

段
丘
面
の
新
田
開
発
と
採
草
地
の
消
失

　
世
の
奉
行
と
領
主
一
畿
内
・
近
国
土
砂
琴
南
度
に
お
け
る
漏
（
同
『
近
世
の
郷
村

　
自
治
と
行
政
㎞
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
、
初
出
は
一
九
八
一
）
ニ
ニ
五
…

　
二
六
六
頁
）
。
よ
っ
て
お
そ
ら
く
膳
所
藩
で
も
移
管
前
に
土
砂
留
の
さ
ら
な
る
徹

　
底
が
は
か
ら
れ
、
そ
の
完
了
の
際
に
作
成
さ
れ
た
記
録
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

⑳
　
千
葉
は
注
⑲
著
書
二
一
二
八
頁
に
お
い
て
、
こ
の
噸
江
州
滋
賀
郡
栗
太
郡
土
砂
留

　
御
普
請
箇
所
控
暁
の
記
載
内
容
を
も
と
に
門
田
上
山
周
辺
土
砂
留
工
事
箇
所
数
」

　
の
表
を
作
成
し
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
の
表
で
は
「
古
普
請
」
の
年
紀
欄
に
～
七

　
四
四
一
四
六
（
延
享
元
一
延
享
三
年
）
と
記
入
し
つ
つ
も
、
そ
の
延
享
元
年
と
廷

　
享
三
年
の
工
事
箇
所
合
計
数
を
m
新
普
請
　
一
七
七
二
（
明
和
九
年
）
」
の
欄
に

　
記
入
す
る
な
ど
、
原
史
料
と
の
齪
儲
が
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
の
分
析

　
結
果
に
は
、
千
葉
の
考
察
と
は
一
致
し
な
い
点
が
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

⑫
　
　
「
田
上
不
動
奥
山
論
所
立
会
絹
絵
國
」
文
化
一
三
年
五
月
（
滋
賀
県
立
図
雷
館

　
所
蔵
）
は
、
寛
文
一
〇
年
の
絵
図
の
内
容
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
田
上
山
北

　
西
斜
面
の
山
々
の
多
く
は
一
村
の
入
会
山
や
三
村
の
入
会
山
と
し
て
描
か
れ
て
い

　
る
。

⑳
　
注
⑲
ニ
ニ
九
頁
。

⑳
　
注
⑳
、
お
よ
び
水
戸
政
満
「
近
世
の
土
砂
留
普
請
論
一
山
出
国
相
楽
郡
の
事
例

　
を
通
し
て
」
実
学
史
研
究
樋
、
～
九
九
二
、
六
七
－
一
＝
一
頁
。

⑳
　
注
⑲
ニ
ニ
六
一
二
三
三
頁
。
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山
地
の
荒
廃
と
そ
れ
に
続
く
草
肥
確
保
の
困
難
と
い
う
問
題
は
、
田
上
山
地
だ
け
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
前
掲
明
和
八
年
の
関
　
4
5



津
村
丑
右
衛
門
の
願
書
に
は
、
こ
の
頃
、
西
に
離
れ
た
滋
賀
郡
の
山
々
で
も
荒
廃
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
傍
証
が
あ
る
。
「
廿
ケ
年
已

然
6
大
津
馬
場
側
辺
二
蜆
か
ら
出
来
仕
熔
融
付
田
上
筋
へ
御
田
地
気
肥
し
二
近
年
心
見
候
処
（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）
」
、
す
な
わ
ち
一
七
五
二
年

頃
か
ら
滋
賀
郡
の
「
大
津
馬
場
村
」
辺
り
で
も
蜆
漁
が
始
ま
り
、
貝
殻
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
「
大
津
馬
場
村
」
と
は
膳
所
城

下
町
の
西
に
接
す
る
幕
府
領
の
馬
場
村
で
あ
り
、
伝
統
的
な
セ
タ
シ
ジ
ミ
漁
場
で
あ
る
橋
本
村
・
大
江
村
か
ら
は
離
れ
た
位
置
に
あ
る
（
図

4
）
。

　
こ
の
場
所
に
皿
八
世
紀
中
頃
よ
り
セ
タ
シ
ジ
ミ
漁
場
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
そ
こ
に
セ
タ
シ
ジ
ミ
の
生
育
条
件
に
適
し
た
環
境
、

す
な
わ
ち
砂
礫
や
砂
質
底
の
浅
い
水
域
が
新
た
に
出
現
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
、
背
後
山
地
の
土
壌
浸
食
が
進
み
、

河
川
に
よ
っ
て
大
量
の
砂
や
礫
が
運
搬
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
大
津
馬
場
村
で
も
、
一
八
世
紀
中
頃
よ
り
山
地
の
荒
廃
が

始
ま
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
新
た
な
砂
礫
底
の
蜆
漁
場
は
や
が
て
馬
場
村
の
早
撃
の
西
庄
村
（
膳
所
藩
領
）
ま
で
広
が
っ

た
よ
う
で
、
一
九
世
紀
の
史
料
で
は
蜆
漁
を
行
っ
て
い
た
村
々
と
し
て
、
か
ね
て
か
ら
の
橋
本
村
・
久
保
江
（
大
江
）
村
・
鳥
居
川
村
に
加
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

て
、
馬
場
村
と
西
庄
村
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
馬
場
村
と
西
庄
村
背
後
の
山
地
と
は
、
山
城
国
と
近
江
国
の
境
を
な
す
醍
醐
山
地
の
音
羽
山
で
あ
り
、
そ
の
滋
賀
県
側
斜
面
の
大
部
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
地
質
は
チ
ャ
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
山
地
を
水
源
と
す
る
河
川
と
し
て
、
馬
場
村
で
は
堂
ノ
川
が
、
西
庄
村
で
は
相
模
川
が
村
域
を
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

東
流
し
、
琵
琶
湖
に
注
い
で
い
る
（
前
掲
図
4
）
。
こ
れ
ら
河
川
の
上
流
域
に
つ
い
て
、
前
掲
の
明
和
九
年
（
一
七
七
一
一
）
『
江
州
滋
賀
郡
栗
太
郡

土
砂
留
御
普
請
箇
所
控
』
に
は
工
事
箇
所
の
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
土
砂
の
流
出
量
は
土
砂
留
施
工
が
必
要
な
段
階
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
達
し
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
四
〇
年
後
の
当
地
の
状
況
と
し
て
、
『
膳
所
藩
郡
方
日
記
羅
文
化
八
年
（
一
八
＝
）
一
一
一
月
一
四
日
の
項
に
は
、
「
当
所
六

ヶ
村
庄
屋
、
京
都
御
役
所
へ
御
呼
出
し
二
付
着
出
候
処
、
水
谷
山
砂
留
所
出
置
配
付
、
六
ヶ
村
へ
鳥
目
廿
五
識
文
被
下
溝
候
段
、
届
出
ル
」
と

あ
る
。
「
当
所
六
ヶ
村
」
と
は
西
庄
村
を
は
じ
め
と
す
る
膳
所
城
下
町
に
接
す
る
設
題
で
あ
る
。
「
水
谷
山
」
と
は
音
羽
山
の
山
頂
か
ら
北
東
側
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⑤

に
連
な
る
尾
根
を
指
す
小
字
地
名
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
堂
ノ
川
お
よ
び
相
模
川
の
上
流
域
に
相
当
す
る
（
前
掲
図
4
）
。
花
山
輝
岩
よ
り
も
風
化
し

に
く
い
チ
ャ
ー
ト
か
ら
な
る
音
羽
山
系
で
も
、
一
九
世
紀
初
頭
に
は
す
で
に
土
壌
の
浸
食
が
相
当
に
進
み
、
京
都
町
奉
行
所
か
ら
賞
さ
れ
る
ほ

ど
大
規
模
な
土
砂
留
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
そ
れ
で
は
一
八
世
紀
中
頃
よ
り
始
ま
っ
た
馬
場
・
西
庄
村
の
背
後
山
地
の
荒
廃
は
、
何
に
起
因
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
燈
火
用

の
松
根
掘
り
が
こ
の
時
期
ま
で
続
い
て
い
た
可
能
性
や
、
あ
る
い
は
商
品
作
物
生
産
に
伴
う
草
肥
の
過
剰
採
取
の
可
能
性
も
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
し
か
し
こ
こ
で
も
う
～
つ
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
新
田
開
発
の
様
相
で
あ
る
。
膳
所
藩
で
は
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
相
模
川
上
流
の
山
申
に
溜
池
「
御
霊
殿
池
」
を
設
け
る
な
ど
さ
か
ん
に
新
田
開
発
を
行
っ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
そ
の
開
発
の
ま
な
ざ

し
が
、
音
羽
山
の
東
麓
に
分
布
す
る
段
丘
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
馬
場
・
西
庄
村
か
ら
膳
所
城
下
町
の
背
後
に
は
、
標
高
一
〇
〇
～
一
五
〇
m
の
間
に
上
位
段
丘
が
帯
状
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
高
台
で
は

耕
地
化
が
遅
れ
、
多
く
は
雑
木
林
や
採
草
地
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
堂
ノ
川
・
相
模
川
の
前
面
の
段
丘
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

は
明
治
以
前
か
ら
耕
地
化
が
進
ん
で
お
り
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
享
保
期
以
降
の
開
発
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
段
丘
面
の
開
発
に
伴

っ
て
旧
来
か
ら
の
採
草
地
が
減
少
す
る
と
、
草
肥
の
採
取
は
結
果
と
し
て
よ
り
上
流
の
山
地
で
行
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
山
地
で
の
過
剰
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

下
草
刈
り
や
落
葉
掻
取
り
が
、
林
地
荒
廃
と
土
砂
流
出
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
つ
い
て
は
前
述
の
千
葉
の
指
摘
通
り
で
あ
る
が
、
相
模
川
の
上

流
で
も
、
水
谷
山
の
南
側
斜
面
に
あ
っ
た
藩
の
材
木
林
「
御
林
」
が
、
一
八
世
紀
後
半
に
は
「
ち
が
や
む
ば
ら
（
茅
・
茨
）
」
と
い
う
状
態
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

つ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
立
木
伐
採
後
の
林
床
で
過
度
の
下
刈
・
下
馬
が
続
け
ら
れ
た
た
め
に
、
植
生
が
草
原
以
上
に
は
回
復
し

な
か
っ
た
状
況
を
示
し
て
い
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
馬
場
・
西
庄
村
で
は
、
段
丘
面
の
新
田
開
発
に
よ
る
採
草
地
の
減
少
と
、
そ
れ
に
伴
う
上
流
山
地
で
の
草
肥
の
過
剰
採
取
が
、

一
八
世
紀
半
以
降
、
山
地
荒
廃
を
進
行
さ
せ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

48　（606）



近世近江国南部における「里山」とf里湖」の循環的システム（佐野）

2
肥
料
と
し
て
の
藻
草

　
こ
の
音
羽
山
系
の
荒
廃
に
対
し
て
膳
所
藩
で
は
、
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
大
規
模
な
土
砂
留
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

に
、
上
流
の
谷
々
に
杉
・
檜
の
苗
を
植
林
す
る
方
策
を
と
っ
た
。
土
砂
留
工
事
が
住
民
の
草
肥
採
取
を
困
難
に
す
る
こ
と
は
前
章
で
述
べ
た
が
、

こ
の
植
林
事
業
も
ま
た
草
肥
の
採
取
を
阻
害
す
る
大
き
な
要
因
に
な
っ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

　
植
林
後
の
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
の
状
況
と
し
て
、
西
庄
村
を
は
じ
め
と
す
る
膳
所
城
下
付
近
の
六
ヶ
村
で
は
、
以
前
よ
り
西
手
の

「
御
山
雑
草
等
」
を
刈
り
取
っ
て
肥
や
し
と
し
て
き
た
も
の
の
、
「
近
来
御
山
松
木
等
成
木
仕
下
上
、
杉
重
等
多
分
に
相
成
、
雑
草
用
場
少
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

成
、
百
姓
共
難
渋
上
身
」
と
述
べ
て
い
る
。
松
が
茂
る
と
草
原
か
ら
次
の
雑
木
林
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
植
生
が
遷
移
し
、
下
草
が
生
え
に
く
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

る
こ
と
は
各
地
で
よ
く
見
ら
れ
た
事
例
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
一
九
世
紀
前
半
の
当
地
で
は
山
地
の
環
境
変
化
に
よ
っ
て
草
肥
の
採
取
が
困

難
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
重
要
と
な
る
の
は
、
こ
の
時
期
、
当
地
で
は
草
肥
以
外
に
湖
か
ら
も
肥
料
を
得
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
西
庄
村
な
ど
六
ヶ
村
で
は
天
保
一
五
年
、
「
藻
取
下
儀
御
尋
毒
性
三
二
付
乍
恐
奉
申
上
輿
」
と
し
て
、
「
御
田
地
肥
料
全
学
、
前
々
よ
り
湖
水

邊
謎
々
支
配
場
所
之
分
藻
草
並
早
手
御
山
邊
之
雑
草
等
刈
取
候
馬
肥
之
助
成
に
仕
義
義
に
御
座
候
」
、
す
な
わ
ち
西
側
山
地
で
の
草
肥
採
取
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

並
ん
で
、
琵
琶
湖
の
藻
草
1
1
水
草
を
田
地
の
肥
料
と
し
て
き
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
西
庄
の
隣
の
馬
場
村
で
も
、
す
で
に
一
八
世
紀
に
は
藻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

草
取
り
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
こ
の
よ
う
な
琵
琶
湖
で
の
藻
草
取
り
は
膳
所
地
先
の
一
帯
で
広
く
見
ら
れ
た
光
景
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
馬
場
村
は
天
保
六
年
頃
に
は
自
村
の
地
先
へ
周
囲
の
坦
々
が
入
り
込
む
こ
と
を
拒
否
し
て
お
り
、
自
村
の
藻
草
の
確
保
が
強
く
意
識
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
山
地
で
の
草
肥
確
保
が
困
難
に
な
る
と
と
も
に
藻
草
肥
料
の
重
要
性
が
増
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
こ

の
時
期
に
当
地
の
水
草
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ら
に
広
域
的
な
争
い
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
天
保
一
五
年
、
西
庄
村
ほ
か
六
ヶ
村

は
、
「
・
：
向
地
筋
よ
り
近
年
彩
敷
魚
取
に
参
り
当
所
壷
錐
支
配
磯
邊
迄
無
遠
慮
罷
越
候
故
、
小
前
之
者
共
難
渋
仕
候
」
と
し
て
、
「
向
地
界
」
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⑰

の
村
々
と
の
問
で
八
月
「
夏
分
」
の
藻
草
採
取
を
め
ぐ
っ
て
大
き
な
相
論
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
「
向
地
心
」
と
は
琵
琶
湖
の
対
岸

で
、
南
湖
の
東
岸
に
位
置
す
る
矢
橋
村
か
ら
志
那
村
ま
で
の
「
湖
底
晶
々
五
ヶ
村
」
を
指
す
（
前
掲
図
1
）
。
こ
れ
ら
の
憎
々
は
す
で
に
一
八
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

紀
に
は
藻
草
取
り
を
行
っ
て
い
た
が
、
近
年
は
以
前
定
め
ら
れ
た
採
取
期
間
を
超
え
て
膳
所
の
水
辺
深
く
ま
で
侵
入
す
る
た
め
、
問
題
と
な
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
筆
者
は
こ
れ
ら
「
向
首
筋
」
の
村
々
が
、
そ
の
村
域
内
に
も
と
も
と
山
地
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
つ
ま
り
、
馬
場

村
・
西
庄
村
の
よ
う
に
こ
の
時
期
の
山
地
で
の
草
肥
不
足
を
う
け
て
聴
取
り
に
向
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
「
湖
邊
洋
々
」
で
さ
ら
に
藻
草
肥
料

が
必
要
と
な
る
よ
う
な
別
の
事
態
が
起
こ
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
「
向
地
誌
」
の
村
酒
は
こ
の
六
年
後
の
嘉
永
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

（一

ｪ
五
〇
）
に
は
、
新
た
な
運
上
と
引
き
替
え
に
よ
り
広
い
範
囲
で
の
藻
草
取
り
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
南
湖
沿
岸
の
村
々
の
一
九
世

紀
に
お
け
る
藻
草
肥
料
へ
の
希
求
は
、
い
か
な
る
要
因
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
礼
節
で
は
山
か
ら
湖
に
視
点
を
移
し
、
採
藻
業

と
い
う
も
う
一
つ
の
漁
携
活
動
を
切
り
口
と
し
て
、
こ
の
時
代
の
琵
琶
湖
沿
岸
で
起
こ
っ
て
い
た
新
た
な
環
境
変
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

3

水
草
施
肥
と
裏
作
作
物
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⑳

　
琵
琶
湖
岸
で
水
草
を
田
畑
の
肥
料
に
利
用
す
る
こ
と
は
、
管
見
の
限
り
で
は
古
く
は
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
の
坂
田
郡
磯
村
の
例
が
あ
る
。

ま
た
蒲
生
郡
下
豊
浦
村
の
元
禄
一
三
年
（
一
七
〇
〇
）
の
村
明
細
帳
に
は
、
藻
草
の
売
買
が
な
さ
れ
、
藻
草
は
「
田
方
」
の
肥
や
し
と
し
て
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

鰯
と
と
も
に
田
～
反
に
つ
き
一
石
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
採
取
さ
れ
た
水
草
は
、
ど
の
よ
う
な
作
物
に
施
肥
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
水
草
施
肥
の
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
詳
述
し
た
史
料
は
明
治
初
期
ま
で
下
る
。
明
治
二
〇
年
代
の
『
近
江
水
産
図
譜
臨
「
採
藻
」
の
項
に

は
、
「
五
月
中
ノ
採
合
鍵
稲
田
ノ
肥
料
二
供
シ
、
八
月
以
後
ハ
畑
地
ノ
肥
料
ト
ス
、
又
青
草
ヲ
混
シ
堆
積
シ
テ
麦
菜
種
ヲ
培
養
シ
、
或
ハ
翌
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ノ
稲
田
肥
料
二
君
ツ
ル
モ
ノ
ア
リ
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
水
草
の
施
肥
方
法
に
時
期
と
対
象
作
物
に
よ
っ
て
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
重
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要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
A
．
春
に
採
取
さ
れ
た
も
の
は
水
田
の
基
肥
に
さ
れ
、
B
．
八
月
以
降
に
採
取
さ
れ
た
水
草
は
、
①
そ
の
ま
ま
畑
地

に
施
肥
さ
れ
る
場
合
と
、
②
堆
肥
化
し
て
麦
・
菜
種
の
肥
料
と
す
る
場
合
、
③
さ
ら
に
こ
れ
を
翌
年
春
の
稲
作
の
基
肥
に
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。

こ
の
う
ち
B
の
②
の
麦
・
菜
種
と
は
、
水
田
の
裏
作
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
以
上
の
水
草
の
用
途
は
昭
和
前
期
に
お
け
る
琵
琶
湖
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
民
俗
事
例
と
も
合
致
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
量
的
に
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
B
の
①
②
と
さ
れ
て
い
る
。
水
草
肥
料
に
は
稲
作
以
上
に
、

畑
作
や
水
田
裏
作
を
支
え
る
意
義
の
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
前
節
の
膳
所
の
村
々
と
「
向
地
貸
」
と
の
相
論
で
も
八
月
の
藻
草
が
争
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
世
に
お
い
て
も
こ
の
藻
草
取
り
が

B
の
時
期
の
裏
作
あ
る
い
は
畑
作
へ
の
施
肥
を
主
眼
と
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
近
慢
の
栗
太
郡
湖
岸
で
の
水
草
施
肥
に
触
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

次
の
史
料
に
注
目
し
た
い
。
「
向
地
筋
」
の
北
に
位
置
す
る
下
物
村
（
前
掲
図
1
）
の
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
の
村
明
細
帳
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
「
田
方
冬
作
之
義
ハ
麦
・
菜
種
、
肥
シ
バ
油
粕
・
シ
ラ
コ
・
藻
草
・
を
う
し
糞
大
津
よ
り
買
受
二
葉
リ
、
肥
二
相
用
候
、
夏
作
ノ
時

稲
毛
肥
シ
バ
干
粕
・
シ
ョ
ユ
ー
粕
根
用
候
、
如
意
肥
シ
バ
藻
草
・
油
粕
（
傍
線
は
筆
者
）
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
藻
草
は
油
粕
な
ど
と
併
用
の
上

で
、
や
は
り
「
田
方
冬
作
」
す
な
わ
ち
冬
期
の
裏
作
と
、
さ
ら
に
夏
期
の
畑
作
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
こ
こ
で
、
裏
作
の
作
物
名
と
し
て
近
世
で
も
麦
と
菜
種
が
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
近
世
近
江
に
お
い
て
藻
草
肥
料
が
裏
作
作

物
と
関
係
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
例
と
し
て
、
享
保
一
一
年
（
～
七
二
六
）
の
浅
井
郡
冨
田
村
で
藻
草
を
「
田
方
」
の
「
麦
こ
や
し
」
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

買
い
入
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
麦
の
裏
作
が
自
給
用
と
し
て
古
く
か
ら
確
認
で
き
る
の
に
対
し
て
、
菜
種
は
前
章
で
触
れ
た
よ

う
に
近
世
申
期
以
降
に
普
及
し
た
新
し
い
作
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
菜
種
の
水
田
裏
作
と
し
て
の
さ
ら

な
る
普
及
、
す
な
わ
ち
一
九
世
紀
初
頭
と
推
定
さ
れ
る
湖
岸
の
半
湿
田
へ
の
作
付
け
の
開
始
こ
そ
が
、
南
湖
の
沿
岸
諸
村
の
藻
草
肥
料
の
需
要

増
に
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
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4

菜
種
と
半
湿
田
の
二
毛
作

　
菜
種
の
栽
培
は
、
移
植
法
が
確
立
さ
れ
た
享
保
年
間
以
降
に
水
田
裏
作
と
し
て
畿
内
一
円
に
広
が
り
、
栗
太
郡
で
も
一
八
世
紀
後
半
に
は
一

定
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
こ
の
栗
太
郡
の
菜
種
生
産
は
、
一
九
世
紀
に
入
る
と
さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
た
こ
と
が
畑
中

誠
治
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
畑
中
は
栗
太
郡
北
部
の
珊
々
の
明
細
帳
を
分
析
し
、
幕
末
ま
で
の
間
に
菜
種
が
そ
れ
以
前
の
木
綿
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

煙
草
に
置
き
換
わ
っ
て
、
栗
太
郡
の
主
要
特
産
物
に
急
成
長
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

筆
者
は
こ
れ
を
、
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
菜
種
栽
培
の
さ
ら
な
る
技
術
革
新
に
起
因
す
る
も
の
と
推
定
す
る
。

　
菜
種
栽
培
の
先
進
地
た
る
摂
河
で
は
、
苗
を
＝
月
に
移
植
す
る
享
保
期
の
技
術
改
良
に
続
い
て
、
移
植
時
期
を
さ
ら
に
遅
く
し
、
一
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

中
旬
な
い
し
下
旬
に
移
植
す
る
技
術
が
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
頃
に
確
立
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
の
早
稲
・
申
稲
の
跡
だ

け
で
な
く
晩
稲
の
水
田
へ
も
菜
種
の
作
付
け
が
可
能
と
な
る
が
、
こ
の
こ
と
は
近
江
国
に
お
い
て
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
琵
琶
湖
岸
の
村
落

で
は
以
下
の
事
情
か
ら
多
く
の
水
田
で
晩
稲
が
選
択
さ
れ
て
お
り
、
菜
種
の
移
植
時
期
を
遅
ら
せ
る
技
術
は
、
こ
れ
ら
晩
稲
の
水
田
で
の
二
毛

作
を
可
能
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
幕
末
・
明
治
初
頭
の
村
落
ご
と
の
農
業
生
産
の
状
況
を
示
す
『
滋
賀
県
物
産
誌
』
に
よ
れ
ば
、
栗
太
郡
・
野
洲
郡
・
蒲
生
郡
の
琵
琶
湖
沿
岸

村
落
で
は
、
晩
稲
が
集
中
的
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
こ
の
状
況
は
戦
前
ま
で
続
い
て
お
り
、
そ
の

理
由
は
、
琵
琶
湖
の
増
水
期
と
稲
の
出
穂
時
期
の
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
琵
琶
湖
の
水
位
は
梅
雨
時
と
台
風
期
に
上
昇
し
、
湖

面
や
ク
リ
ー
ク
近
く
の
水
田
が
冠
水
す
る
こ
と
が
多
い
。
特
に
九
二
〇
月
の
台
風
シ
1
ズ
ン
は
、
早
稲
・
中
稲
の
出
穂
時
期
に
相
当
し
て
お

り
、
実
っ
た
ば
か
り
の
稲
穂
が
冠
水
す
る
危
険
性
が
高
い
。
ひ
と
た
び
水
に
浸
か
る
と
米
の
等
級
は
落
ち
、
ひ
ど
い
場
合
に
は
出
芽
し
て
大
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

な
損
害
を
被
る
た
め
、
村
々
で
は
出
穂
時
期
が
台
風
期
よ
り
遅
く
な
る
晩
稲
を
戦
略
的
に
選
択
し
て
い
た
と
い
う
。

　
そ
も
そ
も
湖
に
近
い
低
湿
な
田
で
は
、
裏
作
に
高
燥
を
好
む
麦
を
栽
培
す
る
こ
と
は
条
件
的
に
困
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
菜
種
は
麦
に
比
べ
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⑳

て
耐
湿
性
が
高
い
た
め
、
半
湿
田
程
度
な
ら
ば
栽
培
は
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
晩
稲
跡
で
の
裏
作
を
可
能
に
す
る
菜
種
移
植
技
術
の
革
新

は
、
琵
琶
湖
付
近
の
半
湿
田
に
お
い
て
も
二
毛
作
を
実
現
さ
せ
、
湖
岸
の
村
の
生
産
性
を
飛
躍
的
に
高
め
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
栗

太
郡
に
お
け
る
菜
種
の
裏
作
は
、
一
八
世
紀
中
頃
か
ら
始
ま
っ
た
乾
田
を
主
と
す
る
島
々
に
加
え
て
、
一
九
世
紀
に
は
湖
岸
付
近
の
低
湿
な

村
々
へ
も
広
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
こ
の
二
毛
作
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
多
文
化
が
不
可
避
と
な
る
。
そ
れ
を
支
え
た
の
は
一
般
的
に
は
干
鰯
な
ど
の
金
肥
で
あ
っ
た

殉
し
か
し
こ
の
時
朝
鳶
江
国
南
部
の
湖
岸
の
水
田
に
お
い
て
菜
種
裏
作
に
主
に
用
い
ら
れ
た
の
は
・
高
騰
し
つ
つ
あ
っ
た
魚
肥
で
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
労
力
さ
え
い
と
わ
な
け
れ
ば
誰
も
が
手
に
で
き
る
自
給
肥
料
、
す
な
わ
ち
目
前
で
採
取
さ
れ
る
水
草
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
近
心
の
菜
種
は
麦
と
比
較
す
る
と
利
益
率
が
低
い
作
物
で
あ
り
、
そ
れ
は
諸
経
費
の
大
き
さ
、
な
か
で
も
魚
肥
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
購
入
肥
料
代
に
起
因
す
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
が
自
給
肥
料
で
ま
か
な
わ
れ
る
な
ら
ば
、
経
費
は
大
幅
に
圧
縮
さ
れ
、
そ
の
利
益
率
は

麦
を
上
回
る
こ
と
に
な
る
。
近
江
国
南
部
で
藻
草
取
り
に
よ
っ
て
裏
作
肥
料
が
自
給
さ
れ
る
こ
と
に
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
す
で
に
先
学
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
明
治
初
頭
の
近
江
国
の
菜
種
生
産
高
は
全
国
三
位
で
あ
り
、
な
か
で
も
栗
太
郡
は
耕
地
一
〇
〇
町
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
つ
き
一
〇
〇
〇
円
以
上
と
い
う
突
出
し
た
利
益
を
上
げ
、
先
進
地
た
る
摂
河
の
諸
郡
に
匹
敵
す
る
耕
地
規
模
と
集
約
性
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
栗
太
郡
に
お
け
る
収
益
率
の
高
さ
の
背
景
に
は
、
琵
琶
湖
で
の
藻
取
り
が
あ
り
、
そ
れ
が
他
地
を
し
の
ぐ
有
力
産
地
と
な
り
え
た
根
拠
の
一

つ
で
あ
っ
た
可
能
性
を
提
起
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
そ
も
そ
も
近
世
に
お
い
て
「
近
江
国
之
儀
は
、
京
都
入
用
国
事
融
通
専
之
国
柄
」
で
あ
り
、
慶
大
市
場
た
る
京
へ
の
燈
火
用
油
の
流
通
は
、

近
江
国
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
若
狭
・
越
前
・
伊
賀
な
ど
隣
国
で
産
出
さ
れ
た
菜
種
油
も
い
っ
た
ん
大
津
の
油
問
麗
仲
間
へ
集
荷
さ
れ
、
京
都

油
仲
買
へ
と
売
り
渡
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
大
津
の
油
問
屋
仲
間
に
よ
る
京
へ
の
菜
種
油
の
年
間
取
扱
量
は
、
文
政
＝
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

（一

ｪ
二
九
）
段
階
の
三
ヶ
年
平
均
と
し
て
、
二
万
九
千
九
百
樽
に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
し
か
し
「
江
州
之
内
滋
賀
郡
、
高
倉
郡
、
浅
井
郡
、
野
洲
郡
、
栗
太
郡
、
右
五
郡
村
々
よ
り
作
出
し
候
菜
種
之
儀
、
百
姓
手
前
に
而
不
貯
置
、
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⑳

大
津
絞
油
屋
仲
間
共
え
毎
年
九
月
晦
日
切
に
費
彿
可
」
と
の
触
書
が
明
和
四
年
か
ら
天
保
期
ま
で
幾
度
も
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
村
方
在
地

で
の
消
費
増
大
と
他
国
他
郡
へ
の
隠
売
等
に
よ
っ
て
、
大
津
に
油
が
集
ま
り
に
く
い
状
況
が
起
こ
り
つ
つ
あ
っ
た
。
特
に
天
保
四
年
（
い
八
三

一
5
以
降
は
、
伏
見
・
大
坂
へ
油
を
直
送
り
す
る
者
の
増
加
に
よ
っ
て
、
「
大
津
油
商
売
人
方
に
而
取
扱
候
油
も
、
年
々
首
席
に
相
成
候
に
付

而
は
、
自
然
と
大
津
表
よ
り
京
都
へ
売
渡
し
候
油
不
数
整
序
候
に
付
、
京
都
市
中
始
終
に
は
油
佛
底
準
準
儀
に
御
座
候
」
と
い
う
有
様
で
あ
っ

⑲た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
「
自
然
と
油
直
段
高
直
に
而
世
上
一
統
難
儀
に
相
成
」
、
す
な
わ
ち
京
で
の
菜
種
油
の
価
格
上
昇
が
顕
著
と
な
っ
て
い
た

　
⑳

こ
と
に
注
目
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
「
種
油
三
斗
九
升
露
霜
樽
」
の
京
都
へ
の
売
り
渡
し
価
格
は
、
天
保
三
年
に
は
＝
一
六
匁
だ
っ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
、
天
保
一
一
年
に
は
最
高
値
の
二
六
〇
匁
を
記
録
し
て
い
る
。
本
章
2
節
で
あ
げ
た
膳
所
近
辺
六
ヶ
村
と
「
向
地
筋
」
の
村
々
と
の
藻
草
相

論
が
、
こ
の
時
期
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
村
々
を
藻
取
り
へ
と
駆
り
立
て
て
い
た
も
の
は
、
お
そ
ら
く
高
値
の
付

く
菜
種
の
栽
培
と
そ
の
増
産
の
た
め
の
肥
料
需
要
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
時
期
の
南
湖
で
は
、
東
岸
に
限
ら
ず
西
岸
の
滋
賀
郡
の
村
々
で
も
藻
取
り
相
論
が
頻
発
し
て
お
り
、
例
え
ば
別
所
村
な
ど
寺
門
領
六
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

村
や
大
津
尾
花
川
町
で
、
文
化
＝
二
年
目
～
八
～
六
）
か
ら
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
に
か
け
て
同
じ
く
相
論
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

村
々
は
近
世
前
期
に
は
自
村
地
先
で
の
藻
取
り
に
関
心
を
示
さ
ず
、
遠
方
の
堅
田
に
よ
る
刈
り
取
り
を
許
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期

か
ら
い
っ
せ
い
に
自
村
に
よ
る
水
草
確
保
の
動
き
を
み
せ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
や
は
り
京
で
の
燈
火
用
油
の
価
格
高
騰
が
あ
り
、
菜
種
の

作
付
け
拡
大
と
そ
の
肥
料
の
確
保
こ
そ
が
、
こ
れ
ら
の
相
論
の
核
心
に
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
琵
琶
湖
に
お
け
る
採
藻
業
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
一
九
世
紀
以
降
は
単
な
る
自
給
的
な
零
細
漁
業
と
は
い

え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
時
期
の
藻
取
り
の
盛
行
は
、
京
で
の
菜
種
油
需
要
と
そ
の
価
格
上
昇
に
連
動
し
て
お
り
、
む
し
ろ
地
域
外
の
市

場
の
論
理
に
直
結
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

①
　
大
江
若
松
神
社
文
書
（
『
近
江
栗
太
郡
志
　
巻
三
㎞
滋
賀
県
栗
太
郡
役
所
、
一

　
九
二
六
、
二
九
〇
1
二
九
三
頁
に
所
載
）
に
み
え
る
門
五
ヶ
村
よ
り
白
川
橋
観
屋

仲
ケ
聞
へ
相
渡
」
一
札
に
よ
る
。
『
近
江
栗
太
郡
志
幽
で
は
こ
れ
を
文
政
四
年
と

し
て
い
る
が
、
こ
の
史
料
の
薩
前
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
白
川
橋
競
屋
仲
ケ
間
か
ら
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近世近江国南部における「里山」と「里湖」の循環的システム（佐野）

　
五
ヶ
村
へ
の
書
状
に
よ
っ
て
、
正
し
く
は
安
政
四
年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

②
噌
土
地
分
類
董
本
調
査
京
都
東
北
部
・
京
都
東
南
部
・
水
暴
京
都
府
農
林

　
部
耕
地
課
・
滋
賀
県
企
画
部
土
地
対
策
課
、
｝
九
八
四
。

③
な
お
馬
場
村
は
幕
府
領
で
あ
る
が
、
堂
ノ
川
の
中
流
か
ら
上
流
部
に
つ
い
て
は

　
膳
所
藩
領
と
な
っ
て
い
る
。

④
た
だ
し
、
音
羽
山
の
北
側
斜
面
を
大
津
市
街
に
向
か
っ
て
流
下
す
る
吾
妻
川
に

　
つ
い
て
は
、
こ
の
時
上
流
域
の
七
ヶ
所
で
土
砂
留
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

⑤
滋
賀
県
立
図
害
館
所
蔵
の
明
解
江
国
滋
賀
郡
一
等
官
山
測
量
図
駒
（
明
治
九
年

　
作
成
、
縮
尺
六
千
分
の
一
）
で
の
記
載
に
基
づ
く
。

⑥
『
膳
所
藩
郡
方
日
記
睡
に
よ
る
。

⑦
注
②
。

⑧
空
中
写
真
の
実
体
視
か
ら
は
、
御
霊
殿
池
か
ら
発
す
る
水
路
が
こ
の
段
丘
上
の

　
水
田
を
瀧
概
し
て
い
る
様
相
が
読
み
取
れ
る
（
米
軍
撮
影
一
九
四
八
年
、
R
三
二

　
⊥
、
一
〇
二
お
よ
び
一
〇
三
）
。

⑨
二
章
注
⑲
＝
δ
頁
。

⑩
こ
の
谷
筋
の
植
林
に
励
ん
だ
膳
所
藩
山
林
奉
行
最
下
の
加
藤
九
蔵
を
顕
彰
し
た

　
文
化
五
年
建
立
の
碑
文
（
明
治
一
五
年
の
「
山
林
共
進
会
」
申
告
書
に
全
文
が
掲

　
載
さ
れ
、
永
元
悪
蔵
『
餅
九
蔵
伝
』
一
九
一
二
に
再
録
さ
れ
て
い
る
）
に
よ
る
。

⑪
　
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
注
⑩
の
碑
文
に
詳
し
い
。

⑫
膳
所
中
神
家
文
沓
五
、
天
保
～
〇
五
年
八
月
（
以
下
こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
、

　
伊
賀
敏
郎
『
滋
賀
県
漁
業
史
　
上
（
資
料
ご
滋
賀
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、

　
一
九
五
四
で
の
史
料
番
号
に
よ
る
）
。

⑬
二
章
注
⑲
＝
二
頁
。
水
本
邦
彦
『
草
山
の
語
る
近
世
』
山
川
出
版
社
、
二
〇

　
〇
三
、
九
四
頁
。

⑭
膳
所
中
神
家
文
書
四
、
天
保
一
〇
五
年
八
月
一
日
。

⑮
尾
花
川
共
有
文
鷹
里
四
、
寛
延
三
年
四
月
七
日
（
伊
賀
敏
郎
『
滋
賀
県
漁
業
史

　
上
（
資
料
）
』
滋
賀
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、
一
九
五
四
で
の
史
料
番
号
に
よ

　
る
）
。

　
　
注
⑭
。

⑯　
　
注
⑭
。

⑰　
　
注
⑮
。

⑱⑲　
　
膳
所
中
神
家
文
書
六
、
嘉
永
三
年
九
月
。

　
　
朝
妻
荒
尾
家
文
書
「
為
御
意
申
触
書
塵
事
」

⑳

元
和
四
年
（
米
原
町
史
編
さ
ん
室

　
所
蔵
）
。

⑳
安
土
町
東
家
文
書
「
江
州
蒲
生
郡
下
豊
浦
村
銘
楽
舞
」
元
禄
一
〇
三
年
五
月
。

　
そ
の
分
析
は
原
田
敏
丸
「
近
世
近
江
の
農
業
管
見
」
彦
根
論
叢
二
五
五
・
二
五
六

　
号
、
　
九
八
九
、
一
－
二
九
頁
、
お
よ
び
同
「
近
世
の
近
江
に
お
け
る
農
間
余

　
業
」
彦
根
論
叢
二
六
二
・
二
六
三
号
、
一
九
八
九
、
一
ニ
ー
三
五
頁
に
詳
し
い
。

⑫
　
工
章
注
④
『
近
江
水
魔
図
譜
瞼
門
総
藻
」
の
項
。

⑬
　
滋
賀
県
立
農
事
試
験
場
隅
琵
琶
湖
沿
岸
に
於
け
る
水
藻
の
利
用
と
そ
の
肥
効
㎞
、

　
～
九
三
九
。

⑳
　
里
内
文
庫
「
下
物
村
穏
細
帳
」
安
永
二
年
一
月
、
注
⑳
原
田
論
文
を
参
照
。

⑮
　
び
わ
町
川
崎
家
文
書
「
近
江
国
浅
井
郡
富
田
村
高
反
別
指
出
帳
」
享
保
一
一
年
、

　
本
稿
で
は
川
崎
太
源
『
冨
田
今
昔
物
語
近
江
湖
北
の
｝
農
村
江
州
浅
井
郡
冨
田
村

　
の
記
録
塩
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
＝
二
、
二
四
七
頁
の
翻
刻
に
よ
っ
た
。

⑳
二
章
注
⑳
。

⑳
　
二
章
注
⑬
門
農
事
調
査
　
大
阪
府
之
部
」
。

⑳
　
　
噸
滋
賀
県
物
産
誌
』
は
明
治
一
一
年
段
階
で
の
県
下
＝
二
九
五
町
村
に
つ
い
て
、

　
戸
口
・
反
溺
・
物
産
な
ど
を
統
一
的
な
書
式
で
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、
明
治

　
初
期
の
み
な
ら
ず
江
戸
宋
期
の
村
落
単
位
で
の
生
活
実
態
を
反
映
す
る
デ
ー
タ
と

　
し
て
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
（
二
章
注
⑳
参
照
）
。
各
村
落
の
「
賑
地
」
の
項
に

　
は
、
反
別
・
地
価
に
続
い
て
、
「
播
ス
所
ノ
米
穀
ハ
晩
稲
多
シ
」
な
ど
、
早
稲
・

　
中
稲
・
晩
稲
の
区
別
や
品
種
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

⑲
　
近
畿
大
学
文
芸
学
部
『
近
江
八
幡
市
・
島
学
区
の
民
俗
㎞
、
二
〇
〇
二
、
五
i
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一
三
頁
。

⑳
　
古
島
敏
雄
「
近
世
畿
内
饗
業
発
展
の
形
態
と
特
質
」
（
同
『
古
島
敏
雄
著
作
集

　
第
八
巻
　
地
主
制
史
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
）
五
五
－
七
六
頁
。

　
佐
藤
常
雄
「
油
菜
録
　
解
題
扁
（
野
口
一
雄
・
宇
山
孝
人
・
佐
藤
常
雄
他
噸
日
本

　
農
書
全
集
四
五
　
特
魔
一
　
名
物
紅
の
袖
・
あ
み
作
手
引
草
・
油
菜
録
・
五
瑞

　
編
・
海
苔
培
養
法
・
煙
草
諸
国
名
器
・
朝
鮮
人
参
耕
作
記
』
玉
文
協
、
　
九
九

　
三
）
一
入
O
l
一
九
四
頁
。

⑳
　
近
江
国
で
は
早
く
よ
り
魚
罷
の
普
及
が
進
ん
で
お
り
、
少
な
く
と
も
寛
文
年
間

　
（
一
六
六
一
～
一
六
七
二
）
に
は
す
で
に
干
鰯
の
使
用
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
窟

　
川
満
「
太
閤
検
地
と
家
族
構
成
（
二
と
ヒ
ス
ト
リ
ア
九
、
一
九
五
四
、
三
〇
頁
）
。

　
な
お
、
近
江
国
内
に
お
け
る
魚
肥
の
流
通
経
路
や
、
魚
肥
投
下
の
地
域
差
に
つ
い

　
て
は
古
田
が
詳
し
く
分
析
し
て
お
り
、
特
に
湖
東
地
域
に
お
け
る
魚
肥
投
下
額
の

　
多
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
古
田
悦
造
門
出
世
世
江
国
に
お
け
る
魚
肥
転
換
と
流

　
通
構
造
」
（
同
『
近
世
魚
肥
流
通
の
地
域
的
展
開
㎏
古
今
書
院
、
～
九
九
六
、
初

　
繊
は
一
九
九
〇
）
二
四
五
一
二
七
八
頁
。

⑳
新
保
博
門
菜
種
作
に
お
け
る
商
品
生
産
と
流
逓
の
構
造
扁
神
戸
大
学
経
済
学
研

　
究
年
報
六
、
一
九
五
九
、
一
七
三
一
二
二
六
頁
。

⑳
　
明
治
～
○
年
『
全
国
農
塵
表
』
の
原
本
で
は
、
近
江
国
の
菜
種
生
産
高
は
一
八

　
六
〇
～
五
石
・
九
五
八
四
三
六
円
で
全
国
一
位
で
あ
る
が
、
浮
田
典
良
が
指
摘
す

　
る
よ
う
に
こ
の
数
値
に
は
誤
り
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
た
め
（
蒲
生
郡
の
　
三
九
六

　
三
二
．
二
入
石
は
一
桁
ず
れ
て
い
る
）
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
誤
り
を
す
べ
て
修

　
正
し
た
浮
田
の
以
下
の
デ
…
タ
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。
浮
田
典
良
門
明
治
一
〇

　
年
『
全
国
農
産
表
』
を
通
じ
て
み
た
農
産
額
構
成
」
（
藤
岡
謙
工
郎
先
生
退
官
記

　
念
事
業
会
『
歴
史
地
理
研
究
と
都
市
研
究
（
上
）
』
大
明
堂
、
一
九
七
八
）
、
四
四

　
一
－
四
五
一
頁
。

⑭
　
山
崎
隆
三
「
江
戸
後
期
に
お
け
る
農
村
経
済
の
発
展
と
農
民
層
分
解
」
（
『
岩
波

　
講
座
　
田
本
歴
史
＝
｝
近
世
四
㎞
岩
波
書
店
、
～
九
六
三
）
三
三
一
－
三
七
四

　
頁
。
な
お
、
山
崎
の
考
察
は
明
治
｝
○
年
『
全
国
農
産
表
聴
に
基
づ
い
て
お
り
、

　
菜
種
の
収
益
性
の
商
い
郡
と
し
て
近
江
国
で
は
栗
太
・
蒲
生
の
二
郡
を
あ
げ
て
い

　
る
が
、
注
⑳
で
説
明
し
た
よ
う
に
蒲
生
郡
は
数
値
の
誤
り
で
あ
っ
て
該
当
し
な
い

　
こ
と
と
な
る
。
よ
っ
て
近
江
国
で
耕
地
一
〇
〇
町
歩
に
つ
き
一
〇
〇
〇
円
以
上
の

　
産
額
を
上
げ
て
い
た
の
は
栗
太
郡
の
み
と
な
る
。

⑳
　
御
照
年
天
保
集
成
九
五
「
諸
色
直
流
拝
諸
商
売
等
之
部
」
六
＝
二
八
、
天
保
四

　
巳
一
〇
月
（
高
柳
眞
三
・
石
井
良
助
編
欄
御
綱
誉
天
保
集
成
　
下
㎞
岩
波
書
店
、

　
一
九
四
一
、
六
七
六
頁
に
よ
る
）
。

⑳
　
大
津
絞
油
屋
仲
問
・
絞
草
問
屋
油
守
株
の
記
録
で
あ
る
片
桐
家
文
書
（
『
大
津

　
三
四
　
野
南
大
津
市
役
所
、
一
九
四
一
に
所
載
）
に
よ
る
。
そ
の
具
体
的
な
分
析

　
に
つ
い
て
は
、
『
大
津
市
史
　
上
幅
大
津
市
役
所
、
～
九
四
一
　
の
五
〇
〇
1
五
〇

　
五
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑳
　
片
桐
家
文
書
「
御
尋
に
付
口
上
書
」
文
政
一
二
年
四
月
ニ
ニ
日
（
『
大
津
市
史

　
下
㎞
大
津
市
役
所
、
一
九
四
～
、
二
三
四
頁
に
所
載
）
。

⑳
　
中
神
家
文
書
「
天
保
四
年
巳
八
月
　
御
公
儀
様
御
二
八
窮
帳
」
（
『
大
津
市
史

　
下
輪
大
津
市
役
所
、
～
九
四
一
、
四
〇
四
頁
に
所
載
）
。

⑲
　
片
桐
家
文
替
「
就
御
尋
奉
差
上
口
上
三
士
弘
化
二
年
二
月
（
『
大
津
市
史
　
下
』

　
大
津
市
役
所
、
一
九
四
一
、
二
三
九
－
二
四
〇
頁
に
所
載
）
。

⑩
注
⑳
。

⑳
　
片
桐
家
文
書
「
西
御
役
所
御
懸
り
前
田
忠
治
郎
様
就
御
尋
奉
差
上
口
上
書
」
弘

　
化
二
年
二
月
（
『
大
津
市
史
　
下
㎏
大
津
市
役
所
、
一
九
四
｝
、
二
三
八
頁
に
所

　
載
）
。

⑫
　
堅
田
伊
豆
神
社
文
書
四
六
五
、
四
六
七
（
以
下
、
こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
薯

　
多
村
俊
夫
哩
江
洲
堅
田
漁
業
史
料
㎞
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
、
一
九
四
二
の
文

　
書
番
号
に
よ
る
。
）
。

⑬
　
堅
田
伊
豆
神
社
文
書
四
六
三
、
四
六
四
、
お
よ
び
尾
花
川
共
有
文
書
に
よ
る
が
、

　
そ
の
二
三
は
一
章
⑦
の
二
五
六
－
二
五
八
頁
に
詳
し
い
。
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近世近江国南部における「里山」と「里湖」の循環的システム（佐野）
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　図5　近世の近江国南部における環境変化と肥料の関係

四
　
考

察

　
以
上
三
章
に
わ
た
っ
て
論
じ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
図
5
の
よ
う
に
な
る
。
近
江

南
部
で
は
近
世
初
頭
以
来
の
松
根
掘
り
や
、
そ
の
後
の
商
品
作
物
生
産
に
伴
う
過
剰
な
草
肥

採
取
に
よ
っ
て
山
地
荒
廃
が
進
み
、
さ
ら
に
そ
の
土
砂
留
施
工
に
よ
っ
て
里
山
の
利
用
に
制

限
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
お
け
る
草
肥
需
要
に
応
え
る
も
の

と
し
て
、
そ
れ
を
補
完
す
る
働
き
を
示
し
た
の
が
琵
琶
湖
の
セ
タ
シ
ジ
ミ
貝
灰
で
あ
っ
た
。

貝
灰
は
一
八
世
紀
半
ば
よ
り
田
上
山
麓
の
村
々
へ
と
運
ば
れ
、
田
地
の
肥
料
に
用
い
ら
れ
た
。

続
く
一
九
世
紀
に
は
南
湖
の
湖
岸
村
落
で
藻
革
が
大
量
に
採
取
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
湖
岸

近
く
の
半
湿
田
で
開
始
さ
れ
た
菜
種
裏
作
に
施
肥
さ
れ
た
。
菜
種
は
京
の
巨
大
市
場
へ
移
出

さ
れ
る
商
晶
作
物
で
あ
り
、
水
草
肥
料
を
自
給
で
き
た
当
地
は
金
肥
の
高
騰
に
悩
む
他
産
地

を
抑
え
、
全
国
有
数
の
菜
種
産
地
に
成
長
し
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
近
世
の
近
江
南

部
で
は
、
里
山
か
ら
の
草
肥
供
給
が
困
難
に
な
る
に
つ
れ
て
、
琵
琶
湖
か
ら
の
セ
タ
シ
ジ
ミ

輿
灰
と
水
草
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
貝
灰
と
水
草
の
利
用
は
、
い
ず
れ
も
菜
種
の
栽
培
開
始
に
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
よ
う
な
菜
種
の
生
産
量
の
増
大
自
体
が
、
近
江
国
の
農
村
に
別
の
面
で
も
大
き
な
影
響

を
与
え
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
絞
油
後
の
菜
種
粕
は
油
粕
肥
料
と
し
て
広
く
行
き

渡
り
、
湖
岸
の
村
塾
で
は
藻
草
と
油
粕
に
よ
っ
て
大
部
分
の
肥
料
を
ま
か
な
え
る
よ
う
に
な

　
　
　
　
　
①

つ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
一
八
世
紀
半
ば
か
ら
菜
種
の
栽
培
が
始
ま
っ
て
い
た
山
麓
部
の
村
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落
で
は
、
菜
種
の
生
産
量
増
大
と
在
地
絞
油
の
進
展
に
よ
っ
て
燈
火
用
油
が
庶
民
に
も
普
及
し
て
い
き
、
そ
れ
は
初
期
の
山
地
荒
廃
の
原
因
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

あ
っ
た
松
根
掘
り
を
抑
制
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
つ
た
。
菜
種
は
多
肥
を
要
求
す
る
商
品
作
物
で
は
あ
っ
た
が
、
し
か
し
貝
灰
・
水
草
と
い
う

湖
産
肥
料
を
導
入
し
た
そ
の
栽
培
は
、
　
部
で
は
山
地
の
環
境
保
全
に
も
結
び
つ
い
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
貝
灰
・
水
草
の
採
取
が
膨
大
な
量
に
上
っ
て
お
り
、
生
態
系
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
に
注
目
し

た
い
。
た
と
え
ば
橋
本
・
大
江
村
の
蜆
殻
に
つ
い
て
は
一
八
世
紀
の
採
取
量
が
具
体
的
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
　
俵
に
つ
き
＝
ハ
貫
目
入
り
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

一
年
あ
た
り
二
千
四
百
俵
が
出
荷
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
れ
を
現
在
の
単
位
に
換
算
す
れ
ば
、
毎
年
一
四
四
ト
ン
も
の
蜆
殻
が
産

出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
数
値
は
、
身
蜆
の
生
産
に
伴
う
貝
殻
の
み
の
産
出
量
で
あ
り
、
殻
付
き
の
ま
ま
出
荷
さ
れ
た
蜆
の
産
出
量
を
合

わ
せ
れ
ば
、
膨
大
な
量
に
達
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
シ
ジ
ミ
な
ど
の
二
枚
貝
は
水
中
に
懸
濁
す
る
有
機
物
を
濾
過
し
て

摂
取
す
る
た
め
、
水
質
浄
化
機
能
を
果
た
し
て
お
り
、
シ
ジ
ミ
を
漁
獲
す
る
こ
と
自
体
が
水
域
か
ら
の
有
機
汚
濁
の
除
去
に
つ
な
が
る
と
指
摘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
琵
琶
湖
唯
一
の
流
出
口
で
あ
る
瀬
田
川
上
流
に
お
い
て
セ
タ
シ
ジ
ミ
が
大
量
に
漁
獲
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
下
流

へ
供
給
さ
れ
る
水
質
の
保
持
と
い
う
点
で
も
大
き
な
意
義
を
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
水
草
や
ヨ
シ
も
水
中
の
リ
ン
や
窒
素
を
吸
収
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
が
毎
年
刈
り
取
ら
れ
る
こ
と
で
、
栄
養
素
は
再
び
水
中
へ
溶
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
こ
と
な
く
陸
上
へ
圓
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
水
草
に
つ
い
て
は
近
世
の
採
取
量
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
近
代
に
お
け
る
数
値
を
参
照
す
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ば
、
昭
和
八
年
中
一
九
三
三
）
に
南
湖
で
採
取
さ
れ
た
水
草
の
湿
重
量
は
　
七
七
三
〇
ト
ン
に
も
上
っ
て
い
る
。
こ
の
水
草
中
に
含
ま
れ
る
リ

ン
・
窒
素
の
量
に
つ
い
て
筆
者
が
前
髪
で
試
算
し
た
具
体
的
数
値
を
示
す
と
、
リ
ン
は
五
ト
ン
、
窒
素
は
四
七
ト
ン
に
上
る
計
算
と
な
る
。
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

な
わ
ち
こ
れ
だ
け
大
量
の
栄
養
塩
が
、
肥
料
用
の
藻
取
り
に
よ
っ
て
毎
年
南
湖
か
ら
除
去
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
近
年
、
上
の
よ
う
な
蜆
漁
や
水
草
・
ヨ
シ
の
刈
り
取
り
な
ど
、
人
間
が
水
辺
の
資
源
を
多
様
に
利
用
す
る
こ
と
が
同
時
に
水
辺
環
境
の
「
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

入
れ
」
に
も
な
っ
て
い
た
と
し
て
、
二
次
林
た
る
里
山
と
同
様
の
「
二
次
的
自
然
」
が
水
辺
に
も
存
在
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ら
は
里
山
に
対
罎
さ
れ
る
「
里
湖
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
里
湖
」
の
生
態
系
で
は
、
肥
料
用
の
藻
取
り
に
よ
る
栄
養
塩
の
除
去
が
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近世近江国南部における「eelk」と「里湖」の循環的システム（佐野〉

循
環
的
シ
ス
テ
ム
の
要
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
行
為
が
本
格
化
す
る
の
は
近
世
後
期
の
商
品
作
物
の
普
及
期
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

下
取
り
自
体
は
た
し
か
に
近
世
前
期
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
究
極
的
な
進
行
が
、
菜
種
と
い
う
栽
培
植
物
の
導
入
以
降
の
こ
と
で

あ
る
点
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
江
湖
」
の
生
態
系
の
最
終
的
な
確
立
に
は
、
地
域
外
か
ら
の
商
品
作
物
の
移
入
と
い
う
き
わ

め
て
人
為
的
な
側
面
が
作
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
こ
と
は
本
稿
で
検
証
し
た
琵
琶
湖
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
黒
黒
」
の
も
う
一
つ
の
代
表
例
と
さ
れ
る
山
陰
の
中
海
で
の
事
例
に
も
あ

て
は
ま
る
。
近
世
の
中
海
で
採
取
さ
れ
た
大
量
の
藻
は
木
綿
栽
培
の
肥
料
と
さ
れ
、
当
地
を
後
発
に
も
か
か
わ
ら
ず
木
綿
生
産
の
代
表
地
に
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

し
上
げ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
木
綿
も
ま
た
近
世
後
期
に
こ
の
地
に
移
入
さ
れ
た
新
た
な
栽
培
植
物
で
あ
っ
た
。
近
世
の
商
品
作

物
の
栽
培
開
始
が
、
地
域
に
潜
在
し
て
い
た
水
草
の
肥
料
的
価
値
を
掘
り
起
こ
し
、
「
里
湖
」
の
循
環
的
シ
ス
テ
ム
を
深
化
さ
せ
た
こ
と
は
こ

の
事
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
「
長
い
時
を
か
け
て
作
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
伝
統
的
な
地
域
シ
ス
テ

ム
」
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
「
里
湖
」
の
生
態
系
と
は
、
決
し
て
在
地
で
自
然
発
生
し
た
シ
ス
テ
ム
と
は
い
え
な
い
こ
と
に
注
意
し

た
い
。
近
世
後
期
の
「
筆
墨
」
と
は
、
む
し
ろ
地
域
外
の
巨
大
市
場
と
直
結
し
て
、
比
較
的
短
期
聞
で
形
成
さ
れ
た
「
人
為
的
な
生
態
系
」
だ

っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

①
三
章
虚
器
に
村
単
位
に
農
作
物
の
種
別
ご
と
の
肥
料
の
記
載
が
あ
り
、
湖
岸
の

　
村
落
の
多
く
で
は
藻
草
と
油
粕
を
用
い
て
い
る
様
棚
が
認
め
ら
れ
る
。

②
目
撃
栽
培
の
普
及
が
松
根
掘
り
を
掴
制
す
る
　
つ
の
要
撃
と
な
っ
た
こ
と
に
つ

　
い
て
は
、
す
で
に
千
葉
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
。
千
葉
徳
爾
「
日
本
の
禿
山
獲
生
の

　
一
要
困
に
つ
い
て
扁
地
理
学
評
論
二
六
－
三
、
一
九
五
三
、
＝
一
二
…
＝
一
七
頁
。

③
　
二
章
注
⑯
、
お
よ
び
二
章
で
既
出
の
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
『
膳
所
藩
郡
方

　
日
記
』
四
月
一
〇
日
の
項
に
よ
る
。

④
山
室
真
澄
「
沿
岸
域
の
環
境
保
全
と
漁
業
扁
科
学
七
一
－
七
、
二
〇
〇
一
、
九

　
一
一
一
－
九
二
八
頁
。
中
沢
公
志
・
三
森
勇
太
他
「
淡
水
二
枚
貝
を
用
い
た
水
質
浄

　
化
方
法
の
検
討
（
予
報
）
」
山
梨
大
学
教
育
入
間
科
学
部
紀
要
一
四
、
二
〇
一
二
、

　
七
…
一
八
頁
。

⑤
細
井
下
図
・
城
戸
由
能
他
門
刈
り
取
り
に
よ
る
栄
養
塩
除
去
を
目
的
と
し
た
ヨ

　
シ
の
成
長
過
程
に
関
す
る
現
地
観
測
」
土
木
学
会
論
文
集
五
九
四
、
～
九
九
八
、

　
四
五
－
五
五
頁
。

⑥
滋
賀
県
総
務
部
統
計
課
『
昭
和
八
年
滋
賀
県
統
計
全
書
㎞
一
九
三
五
。

⑦
ω
勲
。
g
あ
三
N
昌
ρ
”
↓
鑓
山
三
。
鄭
鉱
O
ω
Φ
。
h
圏
ω
。
虹
戦
8
。
・
餌
巳
竃
撃
詔
Φ
ヨ
Φ
馨
。
胤

　
＝
簿
o
N
〆
切
口
く
貯
。
嵩
ヨ
Φ
二
四
け
U
秘
義
Φ
し
d
一
妻
p
”
　
営
肉
鵠
ミ
ミ
隷
唾
ミ
ミ
§
ミ
的
8
暗
面

　
§
ミ
鳴
ミ
§
ミ
恕
鋤
§
、
勢
㌔
塾
ミ
嵩
、
＼
簿
馬
吻
3
謎
8
、
、
ミ
℃
ミ
越
ミ
、
践
詳
⑦
鳥
σ
く
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じ
ご
毎
8
炉
じ
◎
鉾
8
口
壁
血
勺
ロ
羅
O
O
・
し
づ
肘
。
芝
P
O
o
「
く
p
。
葭
ω
”
O
同
Φ
o
q
o
5
ω
鐙
滞

　
¢
臨
く
四
辺
蔓
勺
器
6
。
。
り
面
O
嵌
・
b
b
．
刈
刈
I
O
伊

⑧
平
塚
純
7
山
室
真
澄
・
石
飛
裕
『
里
湖
モ
ク
採
り
物
語
輪
生
物
研
究
社
、
二

　
〇
〇
六
。
一
章
注
①
隅
中
近
世
の
村
蓄
と
水
辺
の
環
境
史
㎞
。

⑨
平
塚
純
一
コ
九
六
〇
年
代
以
前
の
中
海
に
お
け
る
肥
料
藻
採
集
業
の
実
態
一

　
里
湖
と
し
て
の
潟
湖
の
役
割
」
エ
コ
ソ
フ
ィ
ア
＝
二
、
二
〇
〇
四
、
九
七
1
～
～

　
　
　
　
　
　
　
五
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
二
頁
。
佐
野
静
代
「
『
里
言
睡
研
究
の
意
義
－
水
辺
の
『
二
次
的
自
然
輪
を
め
ぐ

　
っ
て
」
滋
賀
大
学
環
境
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
五
i
～
、
二
〇
〇
八
、
三

　
一
－
三
七
頁
。

⑩
岡
光
夫
『
日
本
農
業
技
術
史
f
近
世
か
ら
近
代
へ
㎞
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
　
九

　
八
八
、
一
八
○
頁
。
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本
稿
で
は
、
漁
業
史
か
ら
の
環
境
史
研
究
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
、
近
世
の
蜆
漁
と
採
藻
業
と
い
う
二
つ
の
漁
業
に
関
す
る
史
料
の
新
た

な
読
み
解
き
に
よ
っ
て
、
山
地
ま
で
を
含
む
琵
琶
湖
南
部
の
集
水
域
に
お
け
る
近
世
の
人
間
活
動
と
生
態
系
の
変
化
の
実
態
を
解
明
し
た
。

　
土
砂
留
と
い
う
当
時
の
政
策
が
、
草
肥
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
湖
産
の
貝
灰
肥
料
の
導
入
を
促
し
、
こ
れ
ま
で
里
山
に
頼
っ
て
い
た
田
上
山

麓
の
悪
評
を
、
「
里
湖
」
の
循
環
的
シ
ス
テ
ム
内
へ
編
入
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。
山
地
の
荒
廃
、
土
砂
留
工
事
や
植
林
と
い
っ
た
藩
の
里
山

保
全
政
策
と
連
動
し
て
、
湖
産
の
水
産
肥
料
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
く
経
緯
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
京
で
の
菜
種
油
の
需
要
増
大
が
、

菜
種
栽
培
と
そ
の
肥
料
と
し
て
の
藻
草
取
り
を
加
速
さ
せ
、
「
里
湖
」
の
生
態
系
を
完
成
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
も
判
明
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
「
里
湖
」
の
循
環
的
シ
ス
テ
ム
と
は
、
商
品
作
物
の
栽
培
開
始
と
関
わ
っ
て
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
に
確
立
さ
れ
た
比
較
的

新
し
い
生
態
系
で
あ
っ
た
可
能
性
が
提
起
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
コ
一
次
的
自
然
」
に
お
け
る
「
適
度
な
撹
乱
」
と
し
て
の
伝
統
的
生
業
活
動
を

超
え
て
、
「
栽
培
植
物
の
移
入
と
生
産
」
と
い
う
強
い
人
為
の
介
在
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
外
か
ら
の
植
物
種
の
移
入
と
「
黒
鯛
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
生
態
系
と
の
関
係
は
、
近
年
「
沿
海
」
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
瀬
戸
内
海
な
ど
の
海
域
の
事
例
に
も
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
。
そ
こ
で
は
ア
マ
モ
や
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
な
ど
の
海
草
・
海
藻
の
肥
料
利
用
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
施
肥
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
て
い

た
の
は
主
に
サ
ツ
マ
イ
モ
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
近
世
を
代
表
す
る
移
入
作
物
と
し
て
「
織
女
」
成
立
の
爾
期
が
近
世
の
一
時
期
に
あ
っ
た
こ

と
を
想
定
さ
せ
る
。



近世近江国南部における哩山」と「里湖」の循環的システム（佐野）

　
本
稿
で
は
山
地
・
平
野
・
湖
を
河
川
で
つ
な
が
る
流
域
と
と
ら
え
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
展
開
さ
れ
る
漁
携
・
農
業
・
里
山
利
用
な
ど
近
世
の

人
間
活
動
が
、
連
動
し
合
っ
て
一
つ
の
生
態
系
を
形
作
っ
て
い
た
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
生
態
系
の
変
化
の
時
期
と
要
因
に

つ
い
て
も
検
証
し
た
。
こ
の
生
態
系
を
成
り
立
た
せ
る
要
と
な
っ
て
い
た
の
は
肥
料
採
取
の
た
め
の
流
寓
の
営
為
で
あ
り
、
セ
タ
シ
ジ
ミ
や
水

草
を
採
取
す
る
こ
と
は
、
商
品
作
物
の
栽
培
促
進
の
み
な
ら
ず
、
水
中
の
栄
養
塩
を
陸
上
へ
と
回
収
す
る
回
路
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
重
視
さ

れ
る
。
従
来
の
漁
業
史
・
経
済
史
概
究
で
は
、
日
本
近
世
に
お
け
る
水
産
肥
料
と
し
て
、
干
鰯
な
ど
の
魚
肥
の
流
通
・
消
費
に
関
す
る
研
究
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

数
多
く
蓄
積
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
こ
に
は
生
態
系
に
お
け
る
栄
養
塩
の
循
環
と
い
う
大
周
的
な
視
点
は
抜
け
落
ち
て
い
る
。
一
方
、
こ
れ
ま
で

主
に
聞
き
取
り
調
査
に
依
拠
し
て
き
た
「
里
湖
」
・
「
蛋
海
」
研
究
で
は
、
先
行
す
る
「
自
然
と
の
共
生
」
イ
メ
ー
ジ
に
比
し
て
、
こ
の
循
環
的

シ
ス
テ
ム
が
い
つ
の
時
代
ま
で
遡
り
う
る
も
の
か
と
い
う
歴
史
的
検
証
は
十
分
と
は
い
い
が
た
い
。
日
本
の
「
里
湖
」
と
「
学
海
」
に
つ
い
て
、

時
代
ご
と
の
実
態
を
史
料
か
ら
分
析
す
る
と
と
も
に
、
近
世
の
水
産
肥
料
の
利
用
史
を
、
人
間
も
含
め
た
生
態
系
に
お
け
る
栄
養
塩
循
環
の
視

点
か
ら
問
い
直
す
こ
と
は
、
漁
業
史
・
経
済
史
を
超
え
た
新
た
な
環
境
史
へ
の
展
開
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
①
「
里
海
鞘
の
モ
デ
ル
を
提
起
し
た
代
表
的
著
作
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
あ
げ
　

し
て
の
藻
と
松
㎞
み
ず
の
わ
出
版
、
二
〇
一
〇
、
お
よ
び
佐
竹
昭
噸
近
世
瀬
芦
内

　
　
ら
れ
る
。
柳
哲
雄
欄
里
海
難
㎞
恒
星
社
厚
生
闘
、
二
〇
〇
六
。
柳
哲
雄
『
黒
海
創
　
　
　
　
　
の
環
境
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
に
詳
し
い
。

　
　
生
論
㎞
恒
星
社
厚
生
閥
、
二
〇
一
〇
。
井
上
恭
介
・
N
H
K
「
里
海
端
取
材
班
『
里
　

③
そ
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
三
章
注
⑳
魍
近
世
魚
肥
流
通
の
地
域
的
展
開
㎏
三

　
　
海
資
本
論
一
日
本
社
会
は
「
共
生
の
原
理
」
で
動
く
』
角
川
新
書
、
二
〇
一
五
。
　
　
　
　
1
二
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
②
そ
の
具
体
的
な
利
用
の
様
相
は
、
印
南
敏
秀
『
里
海
の
生
活
誌
i
文
化
資
源
と

【
付
記
】
　
本
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
服
部
昭
尚
氏
（
滋
賀
大
学
）
か
ら
セ
タ
シ
ジ
ミ
の
生
態
に
つ
い
て
有
益
な
教
示
を
得
た
。
『
江
州
滋
賀
郡
栗
太
郡
土
砂
留

　
　
　
御
普
請
箇
所
控
騙
の
閲
覧
に
当
た
っ
て
は
滋
賀
県
立
図
書
館
の
ご
高
配
を
い
た
だ
き
、
ま
た
そ
の
解
読
に
は
冨
田
由
布
子
氏
（
同
志
社
大
学
大
学
院

　
　
　
生
）
の
協
力
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
志
社
大
学
文
学
部
文
化
史
学
科
教
授
）
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structure　of　the　Muromachl　regime　thatもook　the　form　of　the　system　called

theたσ∂κ娩なんseihen（unified　regime　of　court　and　bak疑fu）that　co就rolled

K：yoto　in　coordinat量on　with　telnples　and　shrine｝andlords。

　　Furthermoz●e，　because　on重his　occasion亙｝1ave　coRs圭dered　the　period　prior

　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ
宅othe　u簸rest　of　the　Onin　and　B羅nmei　eras，　the　samurai　who　were　active　i亘

Kyoto　thereafter　have　been　beyond　the　scope　of　th呈s　article．1℃will　therefore

be　necessary　to　consider　the　coRcrete　circumstances　of　the　capital　samurai

through　the　Warring　States　period丘om　a　different　analyもical　perspective．

The　Resource　Cycle　of　the　Sato　’umi　and　Satoyama　in　Southern　Omi

in　Early　Modern　Times　：　A　Study　of　Environmental　Ristory　from　the

　　　　　　　　　　　　　　Viewpoint　of　the　History　of　Fisheries

by

SANO　Shizuyo

　　In　this　article，　1　attempt　to　approach　environmenta｝　history　form　the

perspective　of　ehe　history　of　fisheries，　and　through　a　new　interpretation　of

source　ma£erials　on　two　varieties　of　fishery　activities　（harvesting　shijlmi

clams　（corbicula）　and　waterweeds）　on　Lake　Biwa　duriRg　the　early　modern

period，　1　hope　to　illuminate　changes　iR　the　ecosystem　and　human　activities

of　early－moderR　people　in　this　watershed，　including　mountainous　areas，　of

the　southern　region　of　Lake　Biwa．　The　southern　portion　of　the　Lake　Biwa

region　is　a　single　spatial　unit　of　watershed　extending　from　the　mountains　to

the　lakeshore　and　is　relatively　compact．　As　this　ls　a｝so　a　central　location　for

the　study　of　the　history　of　early－modern　fisheries　as　many　written　sources

have　been　preserved　in　the　region，　it　is　the　most　appropriate　area　for　the

methodology　used　in　this　study．

　　In　this　article，　1　make　clear　the　fact　that　the　mountains，　p｝ains，　and　lake

that　are　linked　by　rivers　are　understood　as　part　of　a　river　basin　in　which

early－modern　human　activity，　employing　fishing，　agriculture　and　the　use　of

the　satoyama　（a　natura｝　environment　maintained　and　managed　by　humans）

operated　together　to　form　a　single　ecosystem．　Moreover，　1　examine　the

temporal　periods　and　causes　of　chaRges　in　this　ecosystem

　　In　the　mouBtainous　area　of　the　southern　Lake　Biwa　region，　despoiling　of

（　672　）



the　land　and　landslides　spread　due　to　the　uprooting　of　pines　that　had　been

carried　out　from　the　begiBning　of　the　early－modern　period　aRd　also　due　to

the　over　harvesting　of　underbrush　that　was　used　as　green　maRure　and

accompanied　production　of　commercial　crops　thereafter．　Furthermore，

limitations　on　the　use　of　the　satayama　began　to　occur　due　to　construction

projects　intended　to　halt　the　landslides．　ln　response　to　the　lack　of

underbrush　manure　in　this　region，　she｝1－lime　of　corbicula　japoRica　（shijimi

clams）　from　Lake　Biwa　was　introduced　to　compensate　for　the　shortfall．　Shell一

1ime　of　corbieula　japonica　was　transported　to　farming　villages　in　the　foothllls

from　the　mid－18th　century　onward　aBd　used　as　ferti｝izer　for　the　paddy　fields．

This　rneant　that　the　viltages　that　had　previously　depended　on　the　satoyama

were　incorporated　into　the　system　of　recycling　the　resources　of　the　lake，

　　Because　iR　the　following　19th　century　the　improvements　in　cultivation

techno｝ogy　of　rapeseed　made　it　possible　to　produce　a　second　crop　on　the

imperfectly　drained　paddy　fields　on　the　shore　of　Lake　Biwa，　the　water　plants

used　for　compost　began　to　be　harvested　in　great　quantities　by　the　villages

on　the　southem　part　of　the　lake．　Rapeseed　was　cornmercialized　as　product

that　could　be　taken　to　the　large　market　in　the　capital　as　lamp　oil，　aRd　2t　has

become　clear　that　the　rising　price　of　rapeseed　oil　in　19th－century　Kyoto

caused　the　surface　area　devoted　to　rapeseed　cultivation　to　expand　on　the

southern　shores　of　Lake　Biwa　and　accelerated　the　harvesting　of　water　plants

for　fertilizer．　ln　this　manner，　the　region　that　was　seif－sufficient　in　water

plant　fertilizer　outstripped　other　regions　that　suffered　from　the　rising　cost　of

fertilizers　（mainly　dried　sardine），　and　it　grew　to　become　one　of　the　nation’s

leading　producers　of　rapeseed．

　　In　recent　years　shijimi　clam　fishing　and　the　harvesting　of　water　plants，　i．e．

the　varied　use　of　resources　along　the　shore　by　humaR　beings，　has　beeR　seen

simultaneously　as　“maintenance”　of　the　lakeshore　environment，　and　thus　it

has　been　pointed　out　that　“secondary　nature，”　similar　to　the　satoyama，

existed　along　the　shore．　These　areas　have　been　ca11ed　sato’umi　in

contradistinction　to　satoyama．　ln　the　ecosystem　of　the　sato’ztmi，　due　to　the

harvestiBg　of　water　plants　for　fertilizer，　the　extraction　of　nutritive　salts

became　a　necessity　in　the　resource　cycle，　but　it　is　important　to　note　that

full－fiedged　implementation　of　this　activity　occurred　in　the　period　of　the

spread　of　commercial　cultivation　of　crops　during　the　late　early－modern

period．　ln　other　words，　ultimately　the　establishment　of　the　sato’umi

ecosystem　involved　an　aspect　of　the　importation　of　commerciai　crops　from

other　regions，　a　qulntessentially　artificiai　act．
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　　In　previous　research　there　has　been　tendeRcy　to　imagine　the　ecosystem　of

the　sato’umi　as　a　“traditional　regional　system　built　up　over　a　leRgthy　time，”

but　it　cannot　be　claimed　that　this　system　was　a　natural　outgrowth　of　the

region．　lt　highly　likely　that　the　sato　’umi　of　the　late　early－modem　period　was

instead　directly　linked　to　a　large　market　outside　the　region　and　was　an

“artificial　ecosystem”　formed　in　a　relatively　short　period　of　time．

The　Peking　Field　Force　in　the　1860’s：　A　Study　on　the　Peking　CourVs

Views　of　Provincial　Viceroys　and　Governors　in　Late　Qing　China

by

NENASHI　Shintaro

　　In　the　latter　half　of　the　19th　century，　the　imperial　court　ln　Peking

established　the　Peking　Field　Force神機営within　the　Eight　Banners　of　£he

Imperial　Guard禁旅八旗．　Their　aim　was　to　retrain　the　other　uRits　of　the

Eight　Banners．　However，　the　role　played　by　the　Peking　Field　Force　in　the

late　Qing　was　not　confined　to　this　one　military　unit　a｝one．　The　Peking　Fieid

Force　was　recogRized　in　Peklng　at　that　time　as　a　military　force　liRked　with

powerful　figures　within　the　court．　As　a　result，　the　court　refused　to　allow　the

Han　Chinese　bureaucrats　to　become　involved　with　the　Fieid　Force，　despite

recommendations　to　that　effect，　and　Prince　Kung恭親王became　the　head　of

the　Field　Force．　Eventually，　Empress　Dowager　Xi　came　to　view　Prince　Kung

as　a　political　opponent　and　used　accusations　against　him　as　an　opportuRity　to

remove　him　from　the　leadership　of　the　force．　Prince　of　the　Second　Degree

Ch’un醇郡王，　brother－in－law　of　the　Empress　Dowager，　was　then　appointed　to

the　post　in　place　of　Prince　Kung．

　　On　the　other　hand，　outside　the　court，　the　Peking　Field　Force　and　the

Yung－Ying勇営（｝it．　Brave　Battalions），至ed　by　the　Han　Chinese　btlreaucrats，

together　suppressed　various　rebellions．　ln　1867，　the　merchants　of　the　saJt

monopoiy　in　the　Metropolitan　Province直口頭rose　in　armed　revolt　and　ln

the　following　year　the　Nien　rebels捻軍invaded．　Viewing　these

developments，　the　court　in　Peking　dispatched　the　Field　Force．　Additionally，

in　order　to　suppress　these　rebellions，　Brave　Battalions　led　by　the　｝lan

Chinese　provinciai　viceroys　and　governors　Liu　Ch’ang－yu劉長佑，　Tso　Tsung一
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